
全附連｜全国国立大学附属学校連盟・一般社団法人全国国立大学附属学校ＰＴＡ連合会

子どもたちと
この国の
未来のために

（1）　第127号 令和8年7月6日附　属　だ　よ　り

全国国立大学附属学校連盟 
理事長  下永田 修二
（千葉大学附属小学校長）

一般社団法人全国国立大学附属学校
PTA連合会

会長  羌　叡應
（神戸大学附属小学校）

未来を切り拓く子どもたちの育成に向けて 子どもたちとこの国の未来のために

　このたび、全国国立大学附属学校連盟の理事長を
拝命し、その責任の重さを感じております。変化の
激しい現代社会において、子どもたち一人一人が自
らの可能性を発揮し、未来を主体的に切り拓いてい
く力を育むことは、学校教育に課せられた重要な使
命です。そのためには、個別最適な学びと協働的な
学びを一体的に進め、多様な他者と関わりながら深
く学ぶ教育の実現が不可欠です。全国の国立大学附
属学校園では、これまでも先導的・実践的な教育研
究に取り組んでまいりました。本連盟としても、こ
うした実践を共有し合いながら、我が国の教育が直
面する課題に全国的な視点で向き合い、その解決に
寄与してまいります。附属学校園の連携を一層深め、
未来を担う子どもたちの資質・能力の育成に尽力し
てまいります。今後ともご理解とご協力を賜ります
ようお願い申し上げます。

　近年、国立大学附属学校は、大学改革における合
理的機能強化の一策として進められる統廃合という
大きな潮流に直面しています。しかし、社会構造が
著しく変化する現代において、国立大学附属学校に
期待される役割はむしろ一層重要性を増しています。
　今、私たち一人ひとりに求められているのは、教
育の未来をどのように支え、次世代へつないでいく
のかを主体的に考え、行動することです。今後も全
附P連は、国立大学附属学校の魅力や教育的意義を、
客観的エビデンスに基づき社会へ発信するとともに、
その公益性・公共性への理解を深め、社会的価値の
向上につながる活動に取り組んでまいります。学校、
保護者、地域社会等と力を携え、教育を社会全体で
支える営みをさらに広げながら、子どもたちが希望
を持って学び育つ未来の実現に努めてまいります。

　
昨
年
度
に
引
き
続
き
国
立
附
属
学

校
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る

若
林
と
申
し
ま
す
。

　
文
部
科
学
省
内
で
附
属
学
校
を
担

当
す
る
教
員
養
成
企
画
室
は
、
昨
年

十
月
に
省
内
の
組
織
再
編
に
よ
り
、

大
学
政
策
を
担
当
す
る
高
等
教
育
局

に
移
管
さ
れ
ま
し
た
。
高
等
教
育
局

で
は
、
18
歳
人
口
が
大
幅
に
減
少
す

る
２
０
４
０
年
を
見
据
え
て
、
高
等

教
育
へ
の
ア
ク
セ
ス
確
保
や
エ
ッ
セ

ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
養
成
機
能
を
維
持

す
る
た
め
、
大
学
の
規
模
や
学
部
等

の
見
直
し
を
進
め
て
い
ま
す
。
附
属

学
校
の
設
置
者
で
あ
る
国
立
大
学
も

２
０
２
８
年
か
ら
始
ま
る
第
五
期
中

期
目
標
期
間
に
向
け
て
、
社
会
の
変

化
や
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
機
能
強
化

や
組
織
の
見
直
し
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
現
在
、
初
等
中
等
教
育
段

階
で
は
学
習
指
導
要
領
改
訂
の
検
討

が
進
め
ら
れ
て
お
り
、こ
れ
ま
で
の
よ

う
な
全
国
的
な
教
育
課
程
の
基
準
だ

け
で
な
く
、学
校
毎
、更
に
は
多
様
な

子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
に
応
じ
た
教

育
課
程
を
編
成
で
き
る
よ
う
に
な
る

方
向
性
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
は
附
属
学
校
に

と
っ
て
厳
し
い
状
況
で
あ
る
と
と
も

に
、
附
属
学
校
が
公
立
学
校
等
の
モ

デ
ル
校
と
し
て
の
機
能
を
発
揮
し
て

い
く
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
と
も
考
え
ら

れ
ま
す
。
附
属
学
校
の
優
れ
た
取
り

組
み
が
広
く
認
知
さ
れ
、
社
会
か
ら

真
に
必
要
と
さ
れ
る
存
在
に
な
る
よ

う
、
関
係
者
の
皆
様
と
協
力
し
て
尽

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

文
部
科
学
省

高
等
教
育
局
専
門
教
育
課

教
員
養
成
企
画
室
長

若
林
　
徹 

氏

LINE UP
―３面―

全附Ｐ連特集
―４〜５面―

給食特集
―６面―

作文・絵作文
―７面―

全附Ｐ連表彰
―８面―

全附連盟特集
―９面―

幼特活動特集
―12面―

ＯＢＯＧ訪問

ピンチの今こそ附属学校のポテンシャルを発揮し、社会から必要とされる存在に
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茶
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令和８年度全附Ｐ連会長に 羌 叡應 氏（神戸大学附属小学校ＰＴＡ）が就任

「全附P連 第74回定時総会」開催「全附P連 第74回定時総会」開催　　6月6日（土） お茶の水女子大学6月6日（土） お茶の水女子大学
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第127号 令和8年7月6日　（2）附　属　だ　よ　り

宮本　昌尚　�直前会長  

直前会長として会長をはじめとする理事を
しっかりとサポートしてまいります。
よろしくお願いいたします。

村上　哲平　�副会長   

国立大学附属学校園のＰＴＡ活動を全国に発信
し、家庭・学校・地域の連携を深め、公教育の
発展と子どもたちの健全育成に寄与いたします。

中井　優　�副会長  

財務委員会担当副会長及び特別委員会委員
長を担当します。職業会計人としての知見
で会に貢献しつつ、特別委員会を担当します。

間宮　達紀　�専務理事 

保護者として各地区の理事の皆さんと力を合
わせ、附属学校の魅力を社会へ発信し、子ど
もたちの豊かな学びを支えてまいります。

金丸　剛史　�副会長  

全国大会を通して附属学校の魅力を発信し、
皆さまと共に学び、考え、交流しながら魅力
ある研修会となるよう企画運営に努めます。

松村　望　�総務委員長    

組織全体の下支えに尽力すると共に、各地
区との繋ぎ役を担い、全国の皆様が円滑に
活動できるよう努めてまいります。

山中　達郎　�財務委員長  

適正な財務管理を行います。また財政や金融
経済の教育プログラム、カンガルー保険の普
及推進も積極的に取り組んでまいります。

勝村　善一郎　�広報委員長 

全国附属学校の魅力を内外へ発信するとと
もに、各校の実践や知見を共有できる広報
活動に努めてまいります。

竹下　英明　�研修委員長  

学校園と同じく人が集い様々な意見に触れ
る研修大会という素敵な場を、全附Ｐ連の
皆さんと共に盛り上げていきたいです。

三枝　祐一　�幼稚園特別支援委員長  

多様性を認め合う共生社会の実現に向けた取組を全国に広げる
とともに、特別支援学校と幼稚園それぞれの魅力や教育的意義
を発信し、未来につながる活動を展開していくよう努めます。

萩原　清明　監事  

本法人の活動方針を踏まえ、健全かつ適正
な運営が実施されていることを確認し、監
査業務をおこないます。

大竹　昌士　�監事  

全附P連の事業活動が全国の国立大学付属
学校園にとって有益なものとなるよう、理
事会の運営をサポートしてまいります。

相澤　英俊　�北海道地区会長 

北海道地区の各学校園と地域、少子化に伴う
存続の在り方などを多方面から検討し、在校
生の学ぶ環境や質的満足度を更に高めます。

伊藤　大地　�東北地区会長  

地区連携と地域間交流を促進し、子どもたちが
楽しく学校生活を送れる一助となる、時代に即
したPTAのあり方に取り組んでまいります。

栗原　伸陽　�関東地区会長  

皆さまとの対話を大切にしながら、関附Ｐ
連、全附P連における各校の連携が持つ意
義を深めていく様務めてまいります。

本間　智之　�北信越地区会長 

北信越地区での情報交換を活発にし、将来社
会で活躍する子どもたちの教育のため、関係
者の皆様との連携、情報発信に努めます。

尾関　年彦　�東海地区会長  

東海地区各学校園の課題を共有しながら、
意見を闊達に出し合える絆を築き、時流に
沿ったPTA活動を推し進めてまいります。

羌　叡應 　�近畿地区会長 

近畿地区37校園の交流を促進し、組織改革と
諸課題の解決に取り組み、附属学校の社会的
価値を高める活動を推進してまいります。

髙山　晃一　�中国地区会長  

中国地区間での交流を図り、ＰＴＡ活動を
通して、子供たちが夢と希望をはぐくんで
いける環境を創り出していきましょう。

富原　真記　�四国地区会長 

子どもたちの笑顔のために、他附属校園
と連携し、全国と四国地区をつなぐ架け
橋となれるよう活動してまいります。

名嘉　千絵　�九州地区会長  

つながりを大切に、対話を重ねながら、子ども
たちの幸せと希望を共に育み、関わる全ての人
が喜びや成長を実感できる活動を目指します。

令和 8 年度　全附Ｐ連 活動方針 直前会長｜副会長｜委員長｜監事｜地区会長

　全附Ｐ連は、全国の附属学校の現状と求められる使命を十分に理解したうえでその絆を生かし、子どもたちの学習環境の充実と安心安全の確保、さらに附属
学校の発展や、国立学校としてこの国の未来の公教育の振興に寄与することを目的とし、ＰＴＡ活動の実践と研鑽を推進します。また、各諸団体と連携しなが
ら附属学校の創造性や独自性、社会的使命、存在意義、現状などを社会へ向けて情報発信し、広く社会の理解と支援が得られるよう積極的な活動を展開します。

令和 8 年度　全附Ｐ連 組織図 役員｜理事｜監事｜顧問｜評議員
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迎
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国
協
議

会
の
会
員
で
も
あ
る
（
一
社
）
全
国
国
立
大
学
附
属
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
本
運
動
の
推
進
に
際

し
ま
し
て
、
長
き
に
わ
た
る
格
別
の
御
支
援
、
御
協
力
、
そ
し

て
御
尽
力
を
賜
り
ま
し
て
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
家
庭
教
育
は
、
子
供
の
基
本
的
な
生
活
習
慣
の
確
立
、
自
立

心
の
育
成
、
心
身
の
調
和
の
と
れ
た
発
達
を
図
る
う
え
で
大
き

な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
核
家
族
、
共
働
き
家
庭
、
ひ
と
り

親
家
庭
の
増
加
な
ど
家
庭
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
よ
り
、

家
庭
教
育
を
行
う
こ
と
の
難
し
さ
が
指
摘
さ
れ
る
中
で
、
家
庭

が
抱
え
る
課
題
を
個
々
の
家
庭
や
子
供
の
問
題
と
し
て
見
過
ご

す
こ
と
な
く
、
社
会
全
体
で
家
庭
や
地
域
の
教
育
力
を
向
上
さ

せ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
「
早
寝
早
起
き
朝
ご

は
ん
」
国
民
運
動
は
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
等
様
々
な
主
体
の

連
携
に
よ
っ
て
継
続
、
そ
し
て
発
展
を
遂
げ
、
全
国
各
地
で
特

色
あ
る
取
組
を
実
施
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
そ
の
成
果
と
し

て
、
子
供
た
ち
の
起
床
、
就
寝
時
刻
や
、
朝
食
の
摂
取
状
況
に

つ
い
て
一
定
の
改
善
が
図
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
睡
眠
習
慣
や
朝
食
摂
取
と
、
学
力
や

体
力
と
の
相
関
に
つ
い
て
は
指
摘
さ
れ

て
久
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
最
新
の
令

和
７
年
度
調
査
結
果
に
お
い
て
も
、
朝

食
を
毎
日
食
べ
て
い
る
小・中
学
生
は
、

「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
の
平
均

正
答
率
が
高
い
傾
向
に
あ
り
、ま
た
「
全

国
体
力・運
動
能
力
、運
動
習
慣
等
調
査
」

の
体
力
合
計
点
が
高
い
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
か
ら
も
、
子
供

た
ち
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
に
重
要

な
「
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
」
の
定
着

に
向
け
た
取
組
を
推
進
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
一
方
で
、
近
年
の
子
供
の
生
活
リ
ズ

ム
に
つ
い
て
は
、
子
供
た
ち
の
テ
レ
ビ

ゲ
ー
ム
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
用
時

間
が
増
加
す
る
と
と
も
に
、
学
校
外
で

の
勉
強
時
間
が
減
少
し
て
い
る
と
い
っ

た
状
況
の
変
化
が
起
き
て
お
り
、
学
力

ス
コ
ア
低
下
と
の
相
関
も
み
ら
れ
ま
す
。
保
護
者
の
テ
レ
ビ

ゲ
ー
ム
、
S
N
S
、
動
画
視
聴
時
間
や
、
子
供
へ
の
声
か
け
、

働
き
か
け
と
い
っ
た
行
動
や
意
識
は
、
子
供
の
学
校
外
で
の
過

ご
し
方
に
影
響
を
与
え
る
要
因
の
１
つ
で
あ
り
、
ま
た
、
子
供

の
幸
福
感
と
の
一
定
の
関
係
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
運

動
は
、「
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
単
に
早
く
寝
て
、
早
く
起
き
て
、
朝
ご

は
ん
を
食
べ
る
、
と
い
う
こ
と
だ
け
を
求
め
て
い
る
の
で
は
な

く
、
適
切
な
睡
眠
や
食
事
等
を
は
じ
め
と
し
た
生
活
習
慣
全
体

を
そ
れ
ぞ
れ
の
個
人
や
家
庭
に
お
い
て
見
つ
め
な
お
し
、
家
庭

で
の
ル
ー
ル
作
り
等
を
通
し
て
そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ
た
形
で
実
践

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
文
部
科
学
省
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
20
年
間
の
成
果
、
実
績
の

振
り
返
り
と
現
状
の
分
析
を
踏
ま
え
、
引
き
続
き
関
係
団
体
や

関
係
機
関
、
企
業
等
の
皆
様
と
連
携
し
な
が
ら
、
近
年
の
新
た

な
課
題
の
解
決
に
取
り
組
み
、
次
世
代
を
担
う
子
供
た
ち
の
基

本
的
な
生
活
習
慣
の
確
立
に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
ま
い
る
所

存
で
す
の
で
、
今
後
と
も
、
本
運
動
の
一
層
の
充
実
の
た
め
に

御
支
援
、
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
園
は
、
宗
像
大
社
で
有
名
な
宗
像
市
内
に
位
置
し
、
自
然

豊
か
な
福
岡
教
育
大
学
と
隣
接
し
て
い
ま
す
。附
属
小
学
校
は
、

三
校
（
小
倉
・
福
岡
・
久
留
米
）
あ
り
ま
す
が
、
本
園
は
ど
の

小
学
校
と
も
離
れ
て
お
り
、
唯
一
の
隣
接
校
が
本
学
で
す
。
そ

の
た
め
、豊
か
な
自
然
環
境
や
本
学
教
員
と
の
連
携
を
強
み
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
組
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
で
き
、
特
色
あ

る
保
育
内
容
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
幼
児
期
の
教
育
は
、
生
涯
に
わ
た
る
人
格
形
成
の
基

礎
を
培
う
重
要
な
も
の
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
本
園
で
は
「
三

つ
の
種
」
育
て
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
「
あ
い
さ
つ

の
種
」「
な
か
よ
し
の
種
」「
が
ん
ば
り
の
種
」
で
す
。
そ
し
て
、

「
三
つ
の
種
」
育
て
を
支
え
る
の
が
「
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
」

と
考
え
、
園
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
養
護
教
諭
を
中
心

に
保
護
者
や
大
学
、
地
域
と
連
携
し
て
、
幼
児
の
生
活
習
慣
・

健
康
づ
く
り
に
向
け
た
取
組
を
組
織
的
・
計
画
的
・
継
続
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
本
園
の
ス
タ
ン
ス
と
し
て
は
、「
早

寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
」
運
動
の
旗
印
を
掲
げ
て
取
り
組
ん
で
い

る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
く
ま
で
も
、
日
常
の
園
生
活
や
家

庭
生
活
で
、
親
子
が
楽
し
く
実
践
す
る
こ
と
を
基
本
に
据
え
て

い
る
の
で
す
。

　
「
早
寝
早
起
き
」
の
励
行
に
つ
い
て
は
、
幼
小
接
続
を
意
識

し
て
、
長
期
休
業
前
の
養
護
教
諭
に
よ
る
保
健
指
導
と
、「
や

く
そ
く
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
活
用
し
た
取
組
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

こ
で
は
、「
朝
ご
は
ん
」
の
習
慣
化
・
充
実
に
向
け
た
食
育
の

推
進
に
特
化
し
て
、
三
つ
の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

　
一
点
目
は
、「
ち
ゃ
れ
ん
じ
食
材
」の
取
組
で
す
。
本
園
で
は
、

水
曜
日
以
外
、
弁
当
持
参
で
す
。
そ
れ
を
活
か
し
、
朝
食
の
習

慣
化
・
充
実
に
は
、
保
護
者
に
よ
る
弁
当
づ
く
り
に
着
目
す
る

こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。
養
護
教
諭
が
年
度
当

初
に
実
施
計
画
案
を
立
て
、
食
育
だ
よ
り
で
毎
月
「
ち
ゃ
れ
ん

じ
食
材
の
日
」
を
設
定
。
い
く
つ
か
の
食
材
か
ら
選
べ
る
「
旬

の
食
材
セ
レ
ク
ト
方
式
」
と
し
、
調
理
し
て
弁
当
に
入
れ
る
よ

う
促
し
て
い
ま
す
。
そ
の
際
、
家
政
教
育
を
専
門
と
す
る
本
学

教
員
に
も
、
養
護
教
諭
と
連
携
し
、
か
か
わ
っ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　
「
ち
ゃ
れ
ん
じ
食
材
」
に
取
り
組
み
続
け
て
き
た
こ
と
で
、

幼
児
の
苦
手
な
食
材
も
弁
当
に
入
れ
よ
う
と
い
う
保
護
者
の
意

識
が
定
着
し
、
調
理
の
工
夫
次
第
で
、
苦
手
な
食
材
を
克
服
す

る
幼
児
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
栄
養
を
考

え
た
朝
食
の
充
実
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
二
点
目
は
、「
す
く
す
く
子
育
て
サ
ロ
ン
～
ザ
・
チ
ャ
レ
ン

ジ
！
羽
釜
で
美
味
し
い
ご
は
ん
を
炊
こ
う
～
」
の
取
組
で
す
。

隣
接
す
る
本
学
に
は
農
場
が
あ
り
、
芋
の
苗
植
え
や
収
穫
、
年

長
児
に
よ
る
農
場
探
検
な
ど
で
、
技
術
教
育
の
教
員
に
お
世
話

に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
先
生
を
講
師
に
栽
培
や
食
に
関
す
る

話
を
聞
き
、
保
護
者
が
羽
釜
で
ご
は
ん
を
炊
く
活
動
を
体
験
。

熱
々
お
に
ぎ
り
を
食
べ
な
が
ら
、
つ
く
る
こ
と
や
食
べ
る
こ
と

の
楽
し
さ
を
共
感
し
合
う
保
護
者
の
姿
が
印
象
的
で
し
た
。
本

園
主
催
の
「
す
く
す
く
子
育
て
サ
ロ
ン
」
の
一
つ
で
す
が
、
羽

釜
に
よ
る
保
護
者
の
炊
飯
体
験
が
功
を
奏
し
、「
朝
か
ら
、
ご

は
ん
と
味
噌
汁
を
し
っ
か
り
子
ど
も
た
ち
と
食
べ
る
」
こ
と
の

大
切
さ
に
気
付
く
保
護
者
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
三
点
目
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
部
主
催
に
よ
る
「
み
そ
づ
く
り
」

の
取
組
で
す
。
二
点
目
の
「
す
く
す
く
子
育
て
サ
ロ
ン
」
の
波

及
効
果
か
ら
、「
み
そ
づ
く
り
を
子
ど
も
た
ち
に
体
験
さ
せ
た

い
」
と
い
う
保
護
者
の
熱
い
思
い
で
、
実
現
し
ま
し
た
。
地
域

の
味
噌
屋
の
協
力
・
出
前
指
導
、
保
護
者
の
援
助
の
下
、
幼
児

が
麹
と
塩
と
大
豆
を
混
ぜ
合
わ
せ
て「
み
そ
づ
く
り
」を
体
験
。

約
二
か
月
間
、味
噌
屋
で
寝
か
せ
た
後
、各
家
庭
に
持
ち
帰
り
、

親
子
で
味
噌
汁
の
具
材
を
考
え
合
い
、
美
味
し
い
味
噌
汁
を
堪

能
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
本
園
の
「
三
つ
の
種
」
育
て
を
支
え
る
「
早

寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
」
の
取
組
が
、
令
和
六
年
度
文
部
科
学
大

臣
表
彰
を
い
た
だ
き
、
幼
児
や
保
護
者
、
そ
し
て
支
え
て
い
た

だ
い
た
方
々
と
喜
び
を
と
も
に
し
ま
し
た
。
今
後
も
、
幼
児
の

健
や
か
な
成
長
を
め
ざ
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

子
供
た
ち
の「
生
き
る
力
」を
、毎
日
の
生
活
習
慣
か
ら

福
岡
教
育
大
学
附
属
幼
稚
園

文
部
科
学
省

総
合
教
育
政
策
局

地
域
学
習
推
進
課

家
庭
教
育
支
援
室
長
補
佐

�

泡
渕
　
栄
人 

氏

福
岡
教
育
大
学
附
属
幼
稚
園

園
長

�

木
部
　
里
美 

氏

「三つの種」育てを支える「早寝早起き朝ごはん」の取組

みそづくり

すくすく子育てサロン ちゃれんじ食材の日
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金
時
草
は
金
沢
市
が
認
定
し
た
15

品
目
の
伝
統
野
菜
で
あ
る
「
加
賀
野

菜
」
の
ひ
と
つ
で
、
葉
の
表
側
が
緑

色
、
裏
側
が
紫
色
を
し
た
野
菜
で
す
。

茹
で
た
後
に
酢
と
合
わ
せ
る
こ
と

で
、
金
時
草
の
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
色

素
が
赤
紫
色
に
変
化
し
ま
す
。
給
食

で
は
金
時
草
を
寿
司
酢
と
合
わ
せ
ご

飯
と
混
ぜ
る
こ
と
で
き
れ
い
な
紫
色

の
ご
飯
が
出
来
上
が
り
ま
す
。
そ
こ

に
、
子
ど
も
た
ち
の
大
好
き
な
そ
ぼ

ろ
や
炒
り
卵
が
の
っ
て
登
場
し
ま

す
。
紫
色
の
ご
飯
に
初
め
は
び
っ
く

り
す
る
子
ど
も
た
ち
も
、
食
べ
た
ら

笑
顔
に
な
り
ま
す
。

　

広
島
の
名
産
で
あ
る
あ
な
ご
を
使

用
し
た
「
あ
な
ご
ち
ら
し
ず
し
」
は

創
立
記
念
日
（
10
月
30
日
）
を
お
祝

い
し
て
、
毎
年
提
供
し
て
い
る
本
校

伝
統
の
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

　

給
食
室
で
は
回
転
釜
を
使
用
し
，

ご
は
ん
・
す
し
酢
・
具
材
を
混
ぜ
て

合
わ
せ
、
全
校
分
の
あ
な
ご
ち
ら
し

ず
し
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　
〝
ち
ら
し
ず
し
〟
を
食
べ
た
こ
と

が
な
い
児
童
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん

が
、
実
際
に
味
わ
う
こ
と
で
地
域
の

食
文
化
に
ふ
れ
る
貴
重
な
機
会
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
受
け

継
い
で
い
き
た
い
本
校
自
慢
の
一
品

で
す
。

　

北
海
道
・
札
幌
市
発
祥
の
ご
当
地
料

理
「
ス
ー
プ
カ
レ
ー
」
を
給
食
で
提
供

し
て
い
ま
す
。
鶏
が
ら
ス
ー
プ
を
ベ
ー

ス
に
、
様
々
な
調
味
料
や
ス
パ
イ
ス
を

加
え
て
丁
寧
に
ス
ー
プ
を
仕
上
げ
て
い

ま
す
。具
材
は
か
ぼ
ち
ゃ・じ
ゃ
が
い
も・

に
ん
じ
ん
・
玉
ね
ぎ
・
ぶ
な
し
め
じ
・

れ
ん
こ
ん
を
た
っ
ぷ
り
使
用
。
か
ぼ

ち
ゃ
と
じ
ゃ
が
い
も
は
煮
崩
れ
し
な
い

よ
う
素
揚
げ
し
、
れ
ん
こ
ん
は
カ
リ
ッ

と
し
た
チ
ッ
プ
ス
に
し
て
ト
ッ
ピ
ン
グ

し
ま
す
。
こ
の
れ
ん
こ
ん
チ
ッ
プ
ス
が

子
ど
も
た
ち
に
大
好
評
で
す
。
今
後
は

大
根
や
ご
ぼ
う
を
加
え
た
根
菜
バ
ー

ジ
ョ
ン
へ
の
展
開
や
、具
材
を
選
ぶ
「
総

選
挙
」
の
開
催
も
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
自
慢
の
給
食
は
、
２
年
前

の
４
年
は
組
が
考
え
た
「
沖
島
の
魅
力

を
伝
え
よ
う
！
メ
ニ
ュ
ー
！
」
で
す
。

沖
島
と
は
、
滋
賀
県
の
琵
琶
湖
に
浮
か

ぶ
有
人
島
で
、
世
界
で
も
珍
し
い
島
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
実

際
に
船
に
乗
り
沖
島
へ
行
っ
て
、
島
の

魅
力
や
特
色
の
あ
る
産
業
に
つ
い
て
学

習
し
ま
し
た
。
島
で
捕
れ
る
お
い
し
い

子
鮎
や
ス
ジ
エ
ビ
を
使
い
、
１
年
生
で

も
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
か
き

揚
げ
や
唐
揚
げ
に
す
る
な
ど
調
理
方
法

を
工
夫
し
ま
し
た
。
み
ん
な
か
ら
「
お

い
し
い
」
と
言
っ
て
も
ら
っ
て
、
と
て

も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
沖
島
の
魅
力

を
み
ん
な
に
知
っ
て
も
ら
え
る
、
思
い

出
に
残
る
給
食
メ
ニ
ュ
ー
で
す
！

　

ソ
ー
ス
か
つ
丼
は
、
ご
当
地
B
級
グ
ル
メ
と

し
て
福
井
県
民
に
広
く
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

薄
く
平
た
く
し
た
か
つ
を
甘
め
の
タ
レ
に
く
ぐ

ら
せ
て
ご
飯
の
上
に
の
せ
ま
す
。
児
童
生
徒
に

も
人
気
が
あ
り
、
卒
業
す
る
生
徒
を
対
象
に
実

施
す
る
リ
ク
エ
ス
ト
給
食
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

毎
年
必
ず
名
前
が
挙
が
る
ほ
ど
で
す
。
昨
年
度

実
施
し
た
給
食
総
選
挙
で
も
1
位
を
と
な
り
、

実
際
に
給
食
に
登
場
し
ま
し
た
。

　

打
ち
豆
入
り
混
ぜ
ご
飯
は
、
福
井
県
で
有
名

な
打
ち
豆
を
使
っ
た
混
ぜ
ご
飯
で
す
。
福
井
県

産
の
大
豆
を
使
用
し
た
打
ち
豆
を
取
り
入
れ
る

こ
と
で
、
福
井
の
大
豆
を
食
べ
る
機
会
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。
一
度
戻
し
た
打
ち
豆
と
他
の

具
材
を
調
味
料
で
煮
て
、
炊
き
上
が
っ
た
白
ご

飯
に
混
ぜ
て
提
供
し
ま
し
た
。
児
童
生
徒
は
お

い
し
そ
う
に
混
ぜ
ご
飯
を
食
べ
て
い
ま
し
た
。

　

①
め
は
り
ず
し
は
三
重
県
熊
野
地
方
に
伝
わ

る
郷
土
料
理
で
す
。
名
前
の
由
来
は
「
目
を
見

張
る
ほ
ど
お
い
し
い
」「
目
を
見
張
る
ほ
ど
大

き
な
口
を
開
け
る
」と
い
う
説
が
あ
り
、山
仕
事・

海
仕
事
と
い
っ
た
力
仕
事
の
合
間
に
簡
単
に
食

べ
ら
れ
る
よ
う
に
大
き
く
し
た
そ
う
で
す
。
握

り
飯
を
高
菜
漬
け
で
包
ん
だ
シ
ン
プ
ル
な
料
理

で
す
が
、
め
ず
ら
し
い
料
理
に
子
ど
も
達
も
目

を
丸
く
し
な
が
ら
喜
ん
で
食
べ
て
い
ま
す
。

　

②
三
重
県
の
中
北
部
に
位
置
す
る
亀
山
市
の

ソ
ウ
ル
フ
ー
ド
。
赤
み
そ
ベ
ー
ス
の
甘
辛
ダ
レ

と
香
ば
し
い
風
味
が
特
徴
で
、
野
菜
が
苦
手
な

子
も
お
肉
・
う
ど
ん
と
一
緒
に
食
べ
ら
れ
る
料

理
で
す
。
少
し
焦
が
す
く
ら
い
に
炒
め
る
の
が

お
い
し
さ
の
秘
訣
で
す
。

　

③
お
茶
の
生
産
量
が
鹿
児
島
県
、
静
岡
県
に

次
ぐ
第
三
位
が
三
重
県
で
す
。
５
月
の
新
茶
の

季
節
、
伊
勢
茶
の
葉
を
荒
く
粉
末
に
し
て
生
地

に
混
ぜ
込
み
、
か
き
揚
げ
に
し
て
い
ま
す
。
ほ

ん
の
り
緑
色
に
染
ま
っ
た
か
き
揚
げ
は
新
緑
の

季
節
に
ぴ
っ
た
り
な
う
え
、
お
茶
の
栄
養
を
丸

ご
と
摂
取
で
き
ま
す
。

金
沢
大
学
人
間
社
会
学
域
学
校
教
育
学
類
附
属

特
別
支
援
学
校

石
川
県
金
沢
市
東
兼
六
町
２
番
10
号

広
島
大
学
附
属
東
雲
小
学
校

広
島
県
広
島
市
南
区
東
雲
三
丁
目
１
番
33
号

北
海
道
教
育
大
学
附
属
札
幌
小
学
校

北
海
道
札
幌
市

滋
賀
大
学
教
育
学
部
附
属
小
学
校

滋
賀
県
大
津
市
昭
和
町
10
番
地
３
号

福
井
大
学
教
育
学
部
附
属
特
別
支
援
学
校

福
井
県
福
井
市
八
ツ
島
町
1

−

3

三
重
大
学
教
育
学
部
附
属
特
別
支
援
学
校

三
重
県
津
市
観
音
寺
町
４
８
４

特集 学校の自慢の給食

金時草のそぼろ寿司あなごちらしずしスープカレー

８月３０日の献立　特に「すじえびのかき揚げ」
９月４日の献立　特に「小鮎のから揚げ・磯香あえ」

①ソースかつ丼
②打ち豆入り混ぜご飯

①めはりずし
②亀山みそ焼きうどん
③伊勢茶かきあげ

 

①
ト
リ
ニ
ー
タ
丼

　

大
分
の
子
ど
も
な
ら
誰
も
が
知
る

人
気
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。
大
分
市
の
特

産
で
も
あ
る
ニ
ラ
の
普
及
と
地
元

チ
ー
ム
の
応
援
を
願
い
、
誕
生
し
ま

し
た
。
甘
辛
ダ
レ
で
和
え
る
調
理
の

工
夫
に
よ
り
、
苦
手
な
児
童
が
ニ
ラ

を
克
服
す
る
貴
重
な
契
機
と
な
っ
て

い
ま
す
。

②
柑
橘
シ
ャ
ワ
ー
の
幸
せ
大
分
と
り
天

　

大
学
の
卒
論
に
協
力
し
、
５
年
生

が
家
庭
科
の
学
び
を
生
か
し
て
考
案

し
ま
し
た
。
か
ぼ
す
ソ
ー
ス
を
か
け

て
食
べ
る
附
属
小
学
校
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
と
り
天
で
す
。

大
分
大
学
教
育
学
部
附
属
小
学
校

大
分
県
大
分
市
王
子
新
町
1
番
1
号

①トリニータ丼(人気メニュー )
②柑橘シャワーの幸せ大分とり天
　（５年生オリジナル給食メニュー）

　

こ
の
献
立
は
、
鹿
児
島
の
食
材
を

活
か
し
た
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。
松
風
焼

き
に
は
、
鹿
児
島
県
産
の
豚
・
鶏
ひ

き
肉
を
使
用
し
、
ご
ま
を
加
え
る
こ

と
で
不
足
し
が
ち
な
亜
鉛
も
補
っ
て

い
ま
す
。
キ
ャ
ベ
ツ
の
お
か
か
和
え

に
は
指
宿
産
キ
ャ
ベ
ツ
と
枕
崎
産
の

鰹
節
を
使
用
し
、
旨
味
を
活
か
し
て

醤
油
の
み
で
減
塩
に
仕
上
げ
ま
し

た
。
み
そ
汁
に
は
、
ほ
う
れ
ん
草
、

大
根
、
ご
ぼ
う
な
ど
様
々
な
野
菜
を

使
用
し
て
い
ま
す
。

鹿
児
島
大
学
教
育
学
部
附
属
特
別
支
援
学
校

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
下
伊
敷
１
丁
目
10

−

１

白ごはん、ほうれん草のみそ汁、
松風焼き、キャベツのおかか和え

　

①
三
重
県
を
代
表
す
る
ブ
ラ
ン
ド
牛
を
贅
沢

に
使
っ
た
ご
当
地
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。
牛
肉
の
う

ま
味
と
ご
ぼ
う
の
香
り
の
相
性
が
よ
く
、
す
き

焼
き
風
味
の
味
付
け
で
白
い
ご
飯
が
進
み
ま

す
。
ま
た
、刻
み
昆
布
や
糸
こ
ん
に
ゃ
く
も
入
っ

て
い
る
の
で
、
不
足
し
が
ち
な
食
物
繊
維
も

し
っ
か
り
摂
取
で
き
ま
す
。

　

②
直
径
15
セ
ン
チ
の
大
き
な
餃
子
の
皮
で
具

を
包
み
、
油
で
揚
げ
た
手
作
り
餃
子
で
す
。
三

重
県
津
市
教
育
委
員
会
の
栄
養
士
が
「
子
ど
も

た
ち
に
お
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
ほ
し
い
」
と
い

う
温
か
い
思
い
か
ら
レ
シ
ピ
を
考
案
し
、

１
９
８
５
年
頃
か
ら
現
在
に
い
た
る
ま
で
不
動

の
人
気
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

　

具
に
お
か
ら
を
混
ぜ
る
こ
と
で
栄
養
価
も
高

ま
り
、
ジ
ュ
ー
シ
ー
か
つ
節
約
に
も
な
り
ま
す
。

　

③
戦
国
時
代
、
三
重
県
北
西
部
に
位
置
す
る

菰
野
町
に
あ
る
三
岳
寺
の
僧
兵
た
ち
が
、
織
田

信
長
の
攻
撃
に
対
抗
す
る
た
め
、
栄
養
補
給
の

た
め
に
食
べ
て
い
た
と
さ
れ
る
「
僧
兵
鍋
」
が

起
源
で
す
。
具
沢
山
の
野
菜
、
豚
肉
（
昔
は
猪

や
鹿
）、
に
ん
に
く
を
み
そ
仕
立
て
に
仕
上
げ

ま
す
。

三
重
大
学
教
育
学
部
附
属
中
学
校

三
重
県
津
市
観
音
寺
町
４
７
１

①松阪牛肉とごぼうのうま煮
②津ぎょうざ
③僧兵汁（そうへいじる）

　

①
「
ま
ぐ
ろ
の
こ
は
く
あ
げ
」
は
、
本
校
の
給
食

の
人
気
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

　

味
噌
を
ま
ぐ
ろ
の
下
味
に
隠
し
味
と
し
て
入
れ
て

い
ま
す
。
み
そ
を
使
う
こ
と
で
、味
に
コ
ク
が
出
て
、

琥
珀
色
の
「
ま
ぐ
ろ
の
こ
は
く
あ
げ
」
が
で
き
あ
が

り
ま
す
。
魚
が
苦
手
な
児
童
か
ら
も
「
お
肉
の
よ
う

で
お
い
し
い
」
と
好
評
で
す
。

　

②
「
サ
ン
マ
ー
メ
ン
」
は
、
横
浜
市
発
祥
の
メ

ニ
ュ
ー
で
す
。
鶏
と
豚
の
ガ
ラ
で
丁
寧
に
だ
し
を

と
っ
た
優
し
い
味
付
け
の
人
気
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

　

し
ょ
う
が
、
に
ん
じ
ん
、
し
い
た
け
、
も
や
し
、

た
ま
ね
ぎ
、
は
く
さ
い
、
ね
ぎ
な
ど
、
た
く
さ
ん
の

野
菜
が
摂
取
で
き
る
栄
養
満
点
の
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

　

③
は
な
こ
ん
に
ゃ
く
は
、
横
浜
市
発
祥
の
こ
ん

に
ゃ
く
で
す
。
縁
が
ギ
ザ
ギ
ザ
し
て
い
る
の
が
特
徴

で
、
い
ち
ょ
う
切
り
に
し
て
炒
め
る
と
、
花
び
ら
の

よ
う
に
か
わ
い
ら
し
い
見
た
目
に
な
り
ま
す
。
昔
か

ら
食
べ
ら
れ
て
い
る
食
材
で
す
が
、
現
在
で
は
製
造

し
て
い
る
お
店
も
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の

食
材
へ
の
興
味
・
関
心
や
、
感
謝
の
気
持
ち
を
も
っ

て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
給
食
に
取
り
入

れ
て
い
ま
す
。

横
浜
国
立
大
学
附
属
横
浜
小
学
校

神
奈
川
県
横
浜
市
中
区
立
野
64

①まぐろのこはくあげ
②サンマーメン
③はなこんにゃくのいためもの

　

①
本
校
は
、
年
間
を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち
が
育
て

た
野
菜
を
給
食
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
豚
汁

に
は
高
等
部
農
園
芸
班
が
育
て
た
大
根
と
ね
ぎ
を
使

用
し
ま
し
た
。
最
初
は
ね
ぎ
の
み
使
用
す
る
予
定
で

し
た
が
、
収
穫
の
際
、
大
根
の
収
穫
も
あ
っ
た
た
め
、

急
き
ょ
大
根
も
使
用
し
ま
し
た
。
採
り
た
て
の
ね
ぎ

と
大
根
は
み
ず
み
ず
し
く
や
わ
ら
か
で
、
農
園
芸
班

の
生
徒
た
ち
に
感
謝
し
つ
つ
、
全
校
で
お
い
し
く
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

②
小
学
部
が
毎
年
校
内
の
畑
に
さ
つ
ま
い
も
の
苗

を
植
え
、
そ
の
後
の
管
理
を
高
等
部
農
園
芸
班
が
行

い
、
さ
つ
ま
い
も
を
育
て
て
い
ま
す
。
11
月
、
小
学

部
が
い
も
ほ
り
し
た
い
も
を
、
給
食
の
さ
つ
ま
汁
に

入
れ
ま
し
た
。
肌
寒
い
時
季
、
ほ
く
ほ
く
甘
い
さ
つ

ま
い
も
た
っ
ぷ
り
の
汁
で
温
ま
り
ま
し
た
。

　

③
高
等
部
農
園
芸
班
が
栽
培
し
た
バ
ジ
ル
た
っ
ぷ

り
の
ガ
パ
オ
ラ
イ
ス
で
す
。
毎
年
夏
の
給
食
に
登
場

す
る
恒
例
の
メ
ニ
ュ
ー
で
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
毎
年

バ
ジ
ル
を
栽
培
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
の
味
覚
に
合
わ
せ
て
辛
味
は
マ
イ
ル
ド
に
し
て
い

ま
す
。
人
気
の
メ
ニ
ュ
ー
で
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
リ

ク
エ
ス
ト
が
来
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

宇
都
宮
大
学
共
同
教
育
学
部
附
属

特
別
支
援
学
校

宇
都
宮
市
宝
木
町
１
丁
目
２
５
９
２
番
地

①農園芸班産ねぎ・大根入り豚汁
②さつま汁
③ガパオライス

⚫︎
パ
リ
パ
リ
サ
ラ
ダ

　

ボ
イ
ル
し
た
野
菜
の
上
に
、
パ
リ

パ
リ
に
揚
げ
た
ワ
ン
タ
ン
の
皮
が

の
っ
て
い
る
サ
ラ
ダ
で
す
。
ク
ラ
ス

で
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
を
和
え
て
い
た
だ

き
ま
す
。
パ
リ
パ
リ
と
し
た
食
感
が

人
気
の
サ
ラ
ダ
で
す
。

⚫︎
サ
ー
タ
ー
ア
ン
ダ
ギ
ー

　

生
地
か
ら
手
作
り
を
し
て
い
ま

す
。
プ
レ
ー
ン
味
、
黒
糖
味
、
か
ぼ

ち
ゃ
味
な
ど
の
種
類
が
あ
り
、
お
腹

も
満
足
な
人
気
の
デ
ザ
ー
ト
で
す
。

お
茶
の
水
女
子
大
学
附
属
小
学
校

東
京
都
文
京
区
大
塚
２
丁
目
１
番
１
号

①パリパリサラダ
②サーターアンダギー

トリニータ丼からあげ とり天かきあげ

さつま汁
打ち豆入り混ぜご飯ソースかつ丼

ガパオライス

農園芸班産ねぎ・大根入り豚汁

サーターアンダギー津ぎょうざ亀山みそ焼きうどん 僧兵汁伊勢茶かきあげ パリパリサラダ松阪牛肉とごぼうのうま煮めはりずし



（5）　第127号 令和8年7月6日附　属　だ　よ　り

　

本
校
の
給
食
に
初
め
て
豚
肉
の
ご

ま
が
ら
め
が
出
た
の
は
約
30
年
前
。

た
く
さ
ん
の
子
供
た
ち
や
先
生
方

に
、
長
き
に
わ
た
り
愛
さ
れ
て
き
た

歴
史
あ
る
献
立
で
す
。
豚
肉
は
希
少

部
位
と
言
わ
れ
て
い
る
豚
ヒ
レ
肉
を

使
用
し
て
い
ま
す
。
自
校
で
献
立
を

立
て
て
い
る
か
ら
、
給
食
で
提
供
す

る
こ
と
が
で
き
た
献
立
と
言
え
ま

す
。
甘
辛
い
た
れ
が
絡
ん
だ
豚
肉
の

ご
ま
が
ら
め
は
、
ゆ
で
キ
ャ
ベ
ツ
と

の
相
性
が
抜
群
で
す
。

　

栃
木
県
の
特
産
品
で
あ
る
「
か
ん

ぴ
ょ
う
」
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

普
段
か
ら
か
ん
ぴ
ょ
う
の
卵
と
じ
汁

や
ご
ま
あ
え
、
五
目
ご
飯
な
ど
、
郷

土
料
理
を
中
心
に
か
ん
ぴ
ょ
う
を

使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
多
く
取
り
入
れ

て
い
ま
す
。
昨
年
の
県
民
の
日
に
は
、

「
洋
食
で
も
か
ん
ぴ
ょ
う
を
お
い
し

く
食
べ
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
思

い
か
ら
、
ミ
ネ
ス
ト
ロ
ー
ネ
ス
ー
プ

に
か
ん
ぴ
ょ
う
を
入
れ
ま
し
た
。
地

域
の
食
文
化
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く
地
元
の
味
に

触
れ
ら
れ
る
給
食
づ
く
り
を
心
が
け

て
い
ま
す
。

　

昭
和
23
年
か
ら
続
く
伝
統
あ
る
自

園
給
食
は
保
護
者
の
方
々
が
当
番
で

手
作
り
し
大
切
に
受
け
継
が
れ
て
き

ま
し
た
。
“
い
い
に
お
い
”
に
つ
ら

れ
て
「
き
ょ
う
は
な
に
か
な
？
」
と

給
食
室
の
窓
を
の
ぞ
く
可
愛
い
姿
が

見
ら
れ
る
の
は
、
給
食
当
番
に
入
る

保
護
者
の
特
権
で
す
。

　

温
か
く
て
家
庭
的
な
味
の
美
味
し

い
給
食
は
、
子
ど
も
た
ち
の
楽
し
み

の
一
つ
で
す
。
好
き
嫌
い
が
あ
る
子

ど
も
た
ち
も
「
お
い
し
い
！
」
と
言

い
な
が
ら
、
家
で
は
苦
手
な
野
菜
も

お
い
し
そ
う
に
食
べ
る
こ
と
が
で
き

て
い
ま
す
。

　

本
校
の
自
慢
は
、
行
事
に
合
わ
せ

て
仕
上
げ
る
グ
ラ
タ
ン
で
す
。
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
に
は
か
ぼ
ち
ゃ
、
ク
リ
ス
マ

ス
に
は
ツ
リ
ー
の
模
様
を
パ
セ
リ
で

描
き
、
見
た
目
も
楽
し
い
一
品
に
し

て
い
ま
す
。
か
ぼ
ち
ゃ
や
じ
ゃ
が
い

も
を
蒸
し
て
土
台
に
し
、
一
か
ら
手

作
り
し
た
ホ
ワ
イ
ト
ソ
ー
ス
や
ミ
ー

ト
ソ
ー
ス
を
重
ね
、
チ
ー
ズ
を
の
せ

て
こ
ん
が
り
焼
き
上
げ
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
か
ら
も
「
か
わ
い
い
」「
食

べ
る
の
が
も
っ
た
い
な
い
」
と
好
評

で
、
給
食
の
時
間
が
楽
し
み
に
な
る

人
気
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

　

①
５
月
の
旬
の
食
材
で
あ
る
グ
リ
ン
ピ
ー
ス
を
使
っ
て
子

ど
も
た
ち
と
さ
や
む
き
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
実
際
に
触
れ

て
、
香
り
や
豆
の
数
を
確
認
し
な
が
ら
取
り
組
む
こ
と
で
、

興
味
関
心
が
高
ま
り
ま
し
た
。
さ
や
む
き
し
た
グ
リ
ン
ピ
ー

ス
が「
ピ
ー
ス
そ
ぼ
ろ
ご
は
ん
」と
し
て
学
校
給
食
に
登
場
し
、

さ
や
む
き
を
し
た
ク
ラ
ス
の
子
ど
も
た
ち
は
と
て
も
誇
ら
し

げ
で
、
完
食
す
る
姿
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
さ
や
む
き

を
し
て
い
な
い
ク
ラ
ス
に
つ
い
て
も
「
お
い
し
か
っ
た
と
伝

え
て
こ
よ
う
」
と
い
う
感
謝
の
心
が
芽
生
え
て
い
ま
し
た
。

　

②
全
国
学
校
給
食
週
間
期
間
中
に
毎
年
リ
ク
エ
ス
ト
給
食

を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、そ
の
時
に
必
ず
と
言
っ
て
い
い
程
、

子
ど
も
た
ち
か
ら
リ
ク
エ
ス
ト
さ
れ
る
メ
ニ
ュ
ー
が
「
玉
名

ら
ー
め
ん
」で
す
。
熊
本
県
玉
名
地
方
発
祥
の
ら
ー
め
ん
で
、

に
ん
に
く
と
白
湯
ス
ー
プ
、
ポ
ー
ク
ブ
イ
ヨ
ン
を
使
っ
て
塩

分
を
抑
え
な
が
ら
も
本
場
に
近
い
味
付
け
で
提
供
し
て
い
ま

す
。
保
護
者
か
ら
も「
今
日
は
我
が
子
が
に
ん
に
く
臭
く
な
っ

て
帰
っ
て
き
ま
し
た
！
」
と
笑
い
な
が
ら
コ
メ
ン
ト
を
頂
い

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

③
熊
本
県
阿
蘇
地
方
の
郷
土
料
理
で
あ
る
「
高
菜
め
し
」

と
「
だ
ご
汁
」、「
菜
焼
き
」
で
す
。
親
子
給
食
（
保
護
者
試

食
会
）
の
時
に
も
提
供
し
た
こ
と
の
あ
る
メ
ニ
ュ
ー
で
、
保

護
者
か
ら
も
「
阿
蘇
へ
旅
行
に
行
っ
た
時
に
定
食
屋
さ
ん
で

食
べ
る
よ
う
な
メ
ニ
ュ
ー
を
学
校
給
食
で
味
わ
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
」
と
と
て
も
好
評
で
し
た
。「
だ
ご
汁
」
は
、「
だ

ご
（
だ
ん
ご
の
熊
本
弁
）」
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
千
切
っ
て
作
る

た
め
作
業
工
程
は
大
変
で
す
が
、
小
麦
粉
を
練
っ
て
作
っ
て

い
る
の
で
子
ど
も
た
ち
に
も
食
べ
や
す
い
汁
物
で
す
。

鳴
門
教
育
大
学
附
属
小
学
校

徳
島
県
徳
島
市
南
前
川
町
1
丁
目
1
番
地

宇
都
宮
大
学
共
同
教
育
学
部
附
属
小
学
校

宇
都
宮
市
松
原
１
丁
目
７
番
38
号

大
阪
教
育
大
学
附
属
幼
稚
園

大
阪
市
平
野
区
流
町
2

−

1

−

79

大
阪
教
育
大
学
附
属
池
田
小
学
校

大
阪
府
池
田
市
緑
丘
１

−

５

−

１

熊
本
大
学
教
育
学
部
附
属
特
別
支
援
学
校

熊
本
市
中
央
区
黒
髪
5
丁
目
17

−

1

特集 学校の自慢の給食

豚肉のごまがらめ ①かんぴょうローネ
②かんぴょうのごま和え
③かんぴょうの卵とじ汁

①ミートグラタン
②豚肉の生姜焼き
③お麩ラスク

①ミートグラタン
②パンプキングラタン

①ピースそぼろごはん
②玉名らーめん
③高菜めし×だご汁×菜焼き

　

山
口
県
光
市
で
は
、
夏
に
「
鱧
」、

春
と
冬
に
は
「
鯛
」
が
獲
れ
ま
す
。

　

鯛
め
し
に
は
、
地
引
網
漁
体
験
で

獲
れ
た
真
鯛
や
、
縁
起
物
の
桜
鯛
を

使
用
し
て
い
ま
す
。
皮
ま
で
パ
リ
ッ

と
焼
き
上
げ
た
鯛
の
う
ま
み
が
口

い
っ
ぱ
い
に
広
が
り
ま
す
。

　

ハ
モ
ハ
モ
ご
ぼ
う
は
、
本
校
の
児

童
が
考
え
ま
し
た
。
山
口
県
で
人
気

の
メ
ニ
ュ
ー
「
チ
キ
ン
チ
キ
ン
ご
ぼ

う
」
の
鶏
肉
を
鱧
に
ア
レ
ン
ジ
し
て

い
ま
す
。

　

ど
ち
ら
も
地
域
の
食
材
を
活
用
し

た
、
児
童
生
徒
に
大
人
気
の
メ

ニ
ュ
ー
で
す
。

山
口
大
学
教
育
学
部
附
属
光
義
務
教
育
学
校

山
口
県
光
市
室
積
８
丁
目
４

−

１

①鯛めし
②ハモハモごぼう

　

浜
松
小
中
学
校
の
大
人
気
メ

ニ
ュ
ー
は
、
昭
和
時
代
か
ら
提
供
さ

れ
て
い
る
ラ
ザ
ニ
ア
で
す
。
浜
松
餃

子
用
の
餃
子
の
皮
を
手
作
り
の
ミ
ー

ト
ソ
ー
ス
に
混
ぜ
、
た
っ
ぷ
り
の

モ
ッ
ツ
ア
レ
ラ
チ
ー
ズ
を
か
け
て
焼

き
上
げ
ま
す
。
チ
ー
ズ
が
と
ろ
け
る

ラ
ザ
ニ
ア
は
、
子
供
た
ち
か
ら
リ
ク

エ
ス
ト
が
止
み
ま
せ
ん
。

　

他
に
も
浜
松
産
の
み
か
ん
を
皮
ご

と
使
用
し
た
み
か
ん
ケ
ー
キ
な
ど
、

地
元
の
特
産
物
を
盛
り
込
み
な
が

ら
、
出
来
立
て
の
手
作
り
の
給
食
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

静
岡
大
学
教
育
学
部
附
属
浜
松
小
中
学
校

静
岡
県
浜
松
市
中
央
区
布
橋
３
丁
目
２
の
１

①ラザニア
②丸ごとみかんケーキ

　

本
校
の
給
食
は
、
宮
城
県
の
食
文
化

や
仙
台
伝
統
野
菜
を
日
常
の
献
立
に
生

か
し
て
い
ま
す
。「
ず
ん
だ
も
ち
」や「
仙

台
風
雑
煮
」
な
ど
、
季
節
の
行
事
食
を

通
じ
て
郷
土
の
味
に
親
し
め
る
こ
と
も

魅
力
で
す
。こ
う
し
た
給
食
を
土
台
に
、

３
年
生
が
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
仙

台
伝
統
野
菜
を
調
べ
、「
仙
台
白
菜
と

雪
菜
の
コ
ー
ル
ス
ロ
ー
」「
仙
台
雪
菜

の
ナ
ム
ル
」「
曲
が
り
ね
ぎ
を
味
わ
う

チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
メ
ン
」
を
考
案
。
野
菜

が
苦
手
な
子
も
食
べ
や
す
い
よ
う
工
夫

さ
れ
た
一
品
が
給
食
に
採
用
さ
れ
、
伝

統
野
菜
の
味
を
楽
し
み
ま
し
た
。

宮
城
教
育
大
学
附
属
小
学
校

宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
上
杉
６

−

４

−

１

①仙台雪菜のナムル
②曲がりねぎを味わうチャーシューメン
③仙台白菜と雪菜のコールスローサラダ

　

地
域
の
食
材
や
旬
の
食
材
を
生
か

し
た
給
食
づ
く
り
を
大
切
に
し
て
い

ま
す
。
函
館
近
海
産
の
ぶ
り
を
使
っ

た
「
ぶ
り
コ
ロ
ッ
ケ
」
や
、
七
飯
町

の
白
か
ぶ
と
函
館
産
野
菜
の
「
白
か

ぶ
チ
ャ
ウ
ダ
ー
」
な
ど
、
地
元
の
味

を
楽
し
め
る
献
立
が
人
気
で
す
。
ま

た
、
６
年
生
が
栄
養
バ
ラ
ン
ス
や
旬
、

地
域
食
材
を
考
え
て
献
立
を
作
る

「
給
食
グ
ラ
ン
プ
リ
」
を
実
施
。
全

校
児
童
の
投
票
で
選
ば
れ
た
献
立
を

実
際
の
給
食
と
し
て
提
供
し
、
食
へ

の
関
心
や
ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着
を
育

ん
で
い
ま
す
。

北
海
道
教
育
大
学
附
属
函
館
小
学
校

北
海
道
函
館
市
美
原
3
丁
目
48
番
6
号

①ぶりコロッケ
②白かぶチャウダー
③給食グランプリ

　

静
岡
県
産
の
緑
茶
粉
を
練
り
こ
ん

だ
ロ
ー
ル
パ
ン
に
緑
茶
抹
茶
・
さ
と

う
・
塩
を
混
ぜ
合
わ
せ
、
揚
げ
た
パ

ン
に
ま
ぶ
し
ま
す
。
子
ど
も
達
に
で

き
る
だ
け
揚
げ
た
て
の
パ
ン
を
食
べ

て
も
ら
い
た
い
の
で
配
膳
作
業
ギ
リ

ギ
リ
ま
で
パ
ン
を
揚
げ
て
い
ま
す
。

お
茶
の
苦
み
が
苦
手
な
低
学
年
は
緑

茶
抹
茶
の
分
量
を
少
な
く
し
、
高
学

年
に
な
る
ほ
ど
緑
茶
抹
茶
の
風
味
を

濃
く
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
が
大
人
に
な
っ
た
時
、
給

食
の
思
い
出
で
こ
の
「
お
茶
揚
げ
パ

ン
」
が
頭
に
浮
か
ぶ
と
い
い
な
と
思

い
ま
す
。

静
岡
大
学
教
育
学
部
附
属
静
岡
小
学
校

静
岡
県
静
岡
市
葵
区
駿
府
町
1

−
94

お茶揚げパン

　

千
葉
大
附
属
小
自
慢
の
給
食
「
ふ

し
ょ
う
コ
ロ
ッ
ケ
（
通
称
：
ふ
し
ょ

コ
ロ
）」。
大
人
も
食
べ
応
え
充
分
の

大
き
さ
で
、
な
る
べ
く
多
く
の
児
童

が
味
わ
え
る
よ
う
ア
レ
ル
ギ
ー
配
慮

の
優
し
さ
も
詰
ま
っ
た
一
品
で
す
。

一
時
は
調
理
員
不
足
の
た
め
姿
を
消

す
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
の
願

い
で
見
事
復
活
し
ま
し
た
。
今
で
は

食
の
枠
を
超
え
、
マ
ス
コ
ッ
ト
「
ふ

し
ょ
コ
ロ
く
ん
」
と
し
て
、
相
方
の

「
ブ
ラ
ッ
ク
ふ
し
ょ
コ
ロ
く
ん
」
と

と
も
に
本
校
を
見
守
り
続
け
て
い
ま

す
。
名
実
と
も
に
、
本
校
の
食
と
文

化
を
支
え
る
ア
イ
ド
ル
で
す
。

千
葉
大
学
教
育
学
部
附
属
小
学
校

千
葉
県
千
葉
市
稲
毛
区
弥
生
町
1

−

33

ふしょうコロッケ（通称：ふしょコロ）

白かぶチャウダー 給食グランプリぶりコロッケハモハモごぼう鯛めし

丸ごとみかんケーキラザニア
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受賞者一覧

略　歴

審査委員長

くすのき しげのり氏

審査委員長
　
こ
の
「
作
文
・
絵
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
」
の
テ
ー
マ
は
、「
先

生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
や
「
先

生
と
の
思
い
出
」
で
す
。
第
８

回
目
と
な
る
今
年
度
も「
作
文・

絵
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
は
、

全
国
の
国
立
大
学
の
各
附
属
学

校
か
ら
素
晴
ら
し
い
作
品
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
近
年
、
教
育
現
場
を
め
ぐ
る

様
々
な
問
題
や
事
件
が
ニ
ュ
ー

ス
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
先
生
方
の
働
き
方

に
つ
い
て
も
改
善
が
求
め
ら
れ

て
久
し
い
で
す
。

　
こ
う
し
た
教
育
現
場
を
取
り

巻
く
現
状
、
い
わ
ば
逆
風
の
中

審査委員長講評
で
、
そ
れ
で
も
子
ど
も
た
ち

が
育
つ
場
と
し
て
の
学
校

で
、
学
習
の
場
面
や
学
校
生

活
の
場
面
、
日
々
過
ご
す
教

室
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
の

信
頼
に
応
え
、
子
ど
も
た
ち

の
未
来
を
見
据
え
て
、
今
た

い
せ
つ
な
こ
と
は
何
か
を
考

え
な
が
ら
日
々
の
教
育
活
動

に
あ
た
っ
て
お
ら
れ
る
た
く

さ
ん
の
先
生
方
の
姿
。
そ
う

し
た
希
望
の
光
の
よ
う
な
先

生
方
の
姿
を
今
回
も
応
募
作

品
の
中
に
た
く
さ
ん
見
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
先
生
方
を
支
え
て
い
る
も

の
の
中
で
、
と
り
わ
け
大
き

な
も
の
は
、
日
々
の
教
育
活

動
の
中
で
感
じ
ら
れ
る
、
子

ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
確

か
な
成
長
の
様
子
で
し
ょ
う
。

　
今
こ
の
時
も
全
国
の
多
く

の
先
生
方
は
、
子
ど
も
た
ち

と
し
っ
か
り
と
向
き
合
い
な

が
ら
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
先
生
と
と
も
に
、

今
日
も
子
ど
も
た
ち
は
学

び
、
確
実
に
成
長
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
あ
た
り
ま
え

だ
と
思
わ
れ
が
ち
な
学
校
生

活
の
中
の
細
や
か
な
場
面
に

は
、
多
く
の
先
生
方
の
温
か

い
ま
な
ざ
し
が
あ
る
の
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
も
、
そ
し
て
今

回
も
寄
せ
ら
れ
た
先
生
に
対

す
る
子
ど
も
た
ち
の
思
い
が

溢
れ
た
素
敵
な
作
品
群
は
、

き
っ
と
先
生
方
に
と
っ
て
、

励
み
と
な
る
に
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。

　
子
ど
も
た
ち
の
毎
日
に
、

そ
し
て
先
生
方
の
毎
日
に
、

た
く
さ
ん
の
笑
顔
が
あ
る
こ

と
を
心
よ
り
願
っ
て
い
ま
す
。

作文絵作文コンクール
受賞作品について
詳しくはこちら！

福岡教育大学附属小倉小学校 3年　佐藤 穂佳さん
（表示している学年は応募当時のものです）

会長賞

第８回 全附Ｐ連 作文・絵作文コンクール

〜くすのき先生からのひと言〜
「『なぜだろう』は、たいせつだよ」自由研究の表彰式
で審査員の先生が言ってくれたひとこと。心にしまっ
ておいたこの言葉は、生活の中で光を放ちます。そして、
科学の自由研究としての新たな課題を見出すことへと
つながっていきましたね。「なぜだろう」と考えながら、
磁石やシャボン玉を使って実験を続ける中でいろいろ
なことを学び成長したことがよくわかります。人類は、

「なぜだろう」と考えながら発展してきました。それは
科学技術だけではなく、様々な文化や社会の仕組みと
いったものまで。佐藤さんの「なぜだろう」も、これ
からさらに多くの場面でたいせつな光を放つに違いあ
りません。

【会 長 賞】
作文
福岡教育大学附属小倉小学校　3年

佐藤　穂佳
【優 秀 賞】
絵作文部門
三重大学教育学部附属幼稚園　年少
� 紀平　千奈
茨城大学教育学部附属幼稚園　年中　
� 梅原 かおる子
茨城大学教育学部附属幼稚園　年長　
� 鈴木　陽葵
三重大学教育学部附属小学校　1年　
� もはめど　あさと　あいな
鳴門教育大学附属小学校　2年
� 松本　瑛多
静岡大学教育学部附属浜松小学校　3年　

日比 野地恵
愛知教育大学附属名古屋小学校　5年　

今 　咲乃
山梨大学教育学部附属中学校　1年　

小林 愛美華

 
作文部門
福岡教育大学附属幼稚園　年中
� 川村 萌愛沙
愛媛大学教育学部附属小学校　2年　
� 若狭　早
神戸大学附属小学校　4年
� 髙部　英
秋田大学教育文化学部附属小学校　5年
� 津司　昌宗
群馬大学共同教育学部附属中学校　2年　
� 小林 衣智花

静岡大学教育学部附属特別支援学校小学部　6年
� 佐藤　優太

【特 別 賞】
最優秀学校賞
三重大学教育学部附属幼稚園

優秀学校賞
鳴門教育大学附属小学校

今回のテーマ　「せんせい、ありがとう！」

（表示している学年は応募当時のものです）

◆表彰　団体
表彰規程　第３条（１）､（２）に該当（組織運営が他の模範、ＰＴＡ実践活動が顕著）

【会 長 賞】
校　園　名 ＰＴＡ名称 会長名 事例名称

熊本大学教育学部附属中学校 熊本大学教育学部附属中学校ＰＴＡ 岡 秀太郎 竹灯籠と生徒の思いが響きあう、熊大附中の「みずあかり」

【優 秀 賞】
校　園　名 ＰＴＡ名称 会長名 事例名称

横浜国立大学教育学部附属鎌倉小学校 有志の会・ユネスコ推進チーム 後藤 健人 学校全体で一緒に取り組むユネスコ活動
福岡教育大学附属幼稚園 福岡教育大学附属幼稚園ＰＴＡ 松本　徹 ・城山キッズ「絵本の世界に飛び込もう！」

・「子どもたちと一緒に楽しみ隊」～ザ・チャレンジ！幼児期のキャリア教育～
北海道教育大学附属旭川小学校 北海道教育大学附属旭川小学校PTA 梶山 朋宏 附小っ子ワイワイキャリアフェス ―PTA がつなぐ地域と子どもの未来―
宮崎大学教育学部附属中学校 宮崎大学教育学部附属中学校PTA 兒玉 剛 大学で学ぼう
岡山大学附属特別支援学校 岡山大学附属特別支援学校ＰＴＡ 赤井 佳澄 学校・大学と連携した防災・安全研修の実施

三重大学教育学部附属小学校 育友会 高桑 靖 みんなの力で設備改修を
岡山大学附属中学校 岡山大学附属中学校PTA 岡 孝郎 なぜこの時代に新聞を発行するのか？ 心の温度が重なりあう記事を目指して

静岡大学教育学部附属浜松小学校・中学校 静大附属浜松小学校PTA 村上 哲平 制服リサイクル事業
三重大学教育学部附属幼稚園 育友会 坂 絵里菜 教師の日「色とりどり・思い思いのかすみ草でありがとう」

～感謝の気持ちが咲く日～



（7）　第127号 令和8年7月6日附　属　だ　よ　り

全附Ｐ連 令和７年度団体表彰

竹灯籠と生徒の思いが響きあう、熊大附中の「みずあかり」
【会長賞】熊本大学教育学部附属中学校ＰＴＡ

全附Ｐ連では、全国の附属学校ＰＴＡ活動において、特に独創的かつ模範的な
活動に対し、団体表彰を行なっています。令和７年度会長賞を掲載します。

　秋の夜、熊本城の周辺を５万４千個もの優しい光が包み込みます。「熊本暮
らし人まつり・みずあかり」は、６千人ものボランティアが竹灯籠を手作りし
てつくり上げる、「第16回ふるさとイベント大賞」や「第12回日本夜景遺産」
にも認定された熊本の秋を象徴する風物詩です。（関連ＨＰリンク先 http://
mizuakari.net/about）
　今回私たち熊大附中ＰＴＡがこの活動に参加したきっかけは、生徒たちの「地
域を盛り上げるために、自分たちにできることは何か？」という総合的な学習
の時間で立てた一つの「問い」からでした。生徒たちは、ボランティアの力だ
けで運営される「みずあかり」に自分たちの「問い」に対する答えが見つかる
のではないかと、代表であり本校の卒業生でもある石原さんを訪ねました（６
月）。先輩が街のために活躍する姿は、生徒たちにとって今後の生き方を考え
る大きな刺激となりました。石原さんも「附中のみんなで熊本の夜を照らそう」

「ボランティアをする中できっと答えも見つかるはずだ」と、竹灯籠を飾る場
所を快く提供してくださいました。
　しかし、一本の竹に電動ドリルで無数の穴を開ける竹灯籠づくりは、生徒の
力だけでは時間も人手も足りません。200個近い竹灯籠の運搬や設置など、大
人の助けが必要です。そこで生徒は本校のＰＴＡへ協力を要請することにしま
した（７月）。
　要請を受けたＰＴＡ執行部は「附中みずあかり」チームを臨時的に編成し、
保護者参加型の製作会を開催しました（９月）。代表の石原さんを講師に迎えて、
親子で協力して竹に穴を開けていきました。写真からも伝わるように、真剣な

表情でドリルを握る生徒たちと、それを優しく見守り支える保護者の様子を見
ることができました。２時間の製作会を２日間実施し、延べ80名を超える保
護者の参加で150個以上の竹灯籠を製作することができました。参加した保護
者からは「息子と一緒に作れてよかった」「熊本のために活動できる誇りを感
じた」「みずあかりがこんな思いで開かれているとは知らなかった」との声が
上がり、94％もの方が肯定的な回答でした。最終的には、運搬や設置、巡回
を含め、100名を超えるＰＴＡが協力する一大イベントになりました。
　10月11日・12日の「みずあかり」当日、商業施設の一番目立つ場所に、校
長先生と教頭先生が４時間以上かけて彫り上げた「響き合い 熊大附中」の特
製灯籠が据えられました。復興へ進む熊本城を背に、暗闇の中に浮かび上がる
繊細な模様と、親子で作った200個以上の灯籠が織りなす幻想的な光景でした。
熊大附中の竹灯籠の前で立ち止まり写真を撮る人々の姿を見て、私たちの胸は
ジーンと熱くなりました。
　私たちの学校は様々な市町村から生徒が通っているため、地域とつながるＰ
ＴＡ活動が少ないことが悩みでした。しかし、街のために動く先輩がいて、何
かしたいと願う生徒がいて、それを全力で支える保護者がいます。この取み組
みは、学校が地域と手をつなぎ、街の一員として歩み出す新しい一歩になりま
した。来年度は、生徒や学校からの要請を待つだけでなく、自分たちで創意工
夫して新たな活動を生み出していくような、より主体的なＰＴＡ活動になれば
と思っています。竹灯籠の小さな穴から溢れる光が、私たちＰＴＡ活動の今後
の方向性も明るく照らしてくれました。

（写真集） 

 

（写真集） 

 

（写真集） 

 

一般社団法人全国国立大学附属学校ＰＴＡ連合会表彰　被表彰者
◆表彰　団体
表彰規程　第３条（１）､（２）に該当（組織運営が他の模範、ＰＴＡ実践活動が顕著）

【会 長 賞】
校　園　名 ＰＴＡ名称 会長名 事例名称

熊本大学教育学部附属中学校 熊本大学教育学部附属中学校ＰＴＡ 岡 秀太郎 竹灯籠と生徒の思いが響きあう、熊大附中の「みずあかり」

【優 秀 賞】
校　園　名 ＰＴＡ名称 会長名 事例名称

横浜国立大学教育学部附属鎌倉小学校 有志の会・ユネスコ推進チーム 後藤 健人 学校全体で一緒に取り組むユネスコ活動
福岡教育大学附属幼稚園 福岡教育大学附属幼稚園ＰＴＡ 松本　徹 ・城山キッズ「絵本の世界に飛び込もう！」

・「子どもたちと一緒に楽しみ隊」～ザ・チャレンジ！幼児期のキャリア教育～
北海道教育大学附属旭川小学校 北海道教育大学附属旭川小学校PTA 梶山 朋宏 附小っ子ワイワイキャリアフェス ―PTA がつなぐ地域と子どもの未来―
宮崎大学教育学部附属中学校 宮崎大学教育学部附属中学校PTA 兒玉 剛 大学で学ぼう
岡山大学附属特別支援学校 岡山大学附属特別支援学校ＰＴＡ 赤井 佳澄 学校・大学と連携した防災・安全研修の実施

三重大学教育学部附属小学校 育友会 高桑 靖 みんなの力で設備改修を
岡山大学附属中学校 岡山大学附属中学校PTA 岡 孝郎 なぜこの時代に新聞を発行するのか？ 心の温度が重なりあう記事を目指して

静岡大学教育学部附属浜松小学校・中学校 静大附属浜松小学校PTA 村上 哲平 制服リサイクル事業
三重大学教育学部附属幼稚園 育友会 坂 絵里菜 教師の日「色とりどり・思い思いのかすみ草でありがとう」

～感謝の気持ちが咲く日～



第127号 令和8年7月6日　（8）附　属　だ　よ　り

全附連盟特集ページ　　　「学びをつなぐ」

 

グローバル教育の取り組み 
 本校では、千葉大学のグローバル教育推進に倣い、グローバル教育に注力していま
す。校務分掌にグローバル教育部を位置づけ、継続的かつ定期的に様々な教育活動を
実践しております。グローバル教育部は、「グローバル教育をゼロベースから立ち上
げるのではなく、既存の組織及び教育活動との連携を図りながら学校教育に融合させ
ていく」という方針のもと活動しています。  
 
 
 

                

具体的には、語学研修施設での異文化体験活動を

目的とした校外学習、海外校とのオンライン交流、

海外校訪問の積極的な受け入れによる対面交流、グ

ローバル教育講演会、希望者によるオーストラリア

海外研修の実施などがあげられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

British Hills
校外学習

選択授業

グローバル

グローバル
教育講演会

海外校訪問

積極的受入

ｵｰｽﾄﾗﾘｱ

海外研修

特別活動

外国語教育帰国生教育

グローバル教育 

このように、本校のグローバル教育は、単発の実施

ではないこと、そして単一の活動ではないことに強み

があり、多面的多角的にグローバルな考え方を浸透さ

せていくことができると考えます。そのため、本校の

生徒は様々な視点から物事を考える力が身についてい

ると実感しており、グローバルな視点を身に付けた本

校の生徒が、今後ますます複雑化していく国際情勢の

中で活躍し、世界の安定と平和に寄与していってくれ

ることを期待しています。 

活動内容 

 
 
 
 
 
 宮崎大学教育学部附属学校園では、令和４年度より「令和の日本型学校教育を実現する宮崎大学教育学
部附属学校改革－全ての児童生徒の可能性を引き出す個別最適な学びの実現－」を研究課題として掲げ、

学部と附属学校園が連携し、幼小中が一貫したＳＷＰＢＳ(Ｓｃｈｏｏｌ Ｗｉｄｅ Ｐｏｓｉｔｉｖｅ 

Ｂｅｈａｖｉｏｒ Ｓｕｐｐｏｒｔ)を取り入れ、「学びをつなぐ」ための積極的・肯定的な行動支援シス

テムの構築・研究を進めてきました。ＳＷＰＢＳは、学校全体で望ましい行動をポジティブな方法で育成

し、子どもの自己肯定感や自尊感情を高める取組です。 
 

 

 

 

 

 

                  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このようなポジティブ行動支援の組織的な取組は、子どもの自己肯定感や自尊感情を高め、学校（園）

生活への適応状況の向上と幼小中の円滑な接続のためにとても重要な取組です。今後も、実践と検証を重

ね、子どもも教職員も安心して安定したポジティブな学校（園）生活を送ることができるよう努めてまい

ります。 

宮崎大学教育学部附属学校園 

幼小中一貫した SWPBS の実践 
 

SWPBS の多層支援システム 

・幼小中円滑な接続を支える

一貫した多層支援システム

に基づく校内支援体制の構

築 

・生徒指導・特別支援教育・

カウンセリングの充実 

・SWPBS の実装を支えるデ

ータ管理システム

「MINORI システム」の

運用 幼小中一貫した取組による円滑な接続 

・園内の組織編成 

・大学と連携した指導技法の

向上を図る研修の組織的実

践  

・第 1 層支援 

 ポジティブ行動マトリク

ス・手立てシートの作成 

・第 2 層支援 

 行動分析をもとにした事例

研究に基づく個別支援 

・保護者・地域との連携 

 
・附属学校園、地域と連携した実践 

・子育てや保育の質とスキルの向上 

 

連携 

 
連携 

 

附属学校園の強みを生かした大学との連携、幼小中一貫した SWPBS の実践  

 

「MINORI システム」

の開発運用 

附属中ふれあい体験学習  SWPBS のリーフレット 

説明 

研修 

情報提供 

北海道教育大学附属函館中学校 

～学びをつなぐ大学・附属函館四校園・地域との連携～ 

本校では、総合的な学習の時間を「探究」と呼称し、教育活動の中核に位置付けています。「探究」では、探

究的な見方・考え方を働かせながら、生徒が自らの興味・関心に基づいて事象を捉え、教科等で得た知識や経

験を活用しつつ、横断的・総合的に学ぶ学習を大学・附属函館四校園・地域との連携をもとに進めています。こ

れまで北海道教育大学国際地域学科および北海道教育大学教職大学院と連携し、「地域課題解決型探究」

のカリキュラム開発や教材化にも継続的に取り組んできました。これまでの成果はワークブックおよび実践ガイド

として公表し、参考事例としていただけるよう提供しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
本校は今後も、大学・附属函館四校園・地域との連携を大切にしながら、学びをつなぎ、探究を深める教育活動を

一層充実させてまいります。  

１学年の総合的な学習の時間では、北海道教育大学函館校と連携し、
「大学１日探究 DAY」と名付けた取組を実施しています。この取組は、大
学キャンパスを会場として大学教員による講義やワークショップを行うこと
で、生徒が探究活動の意義を理解するとともに、課題設定から解決に至
るまでの基本的な学び方を身に付けることをねらいとしています。 

中学校に入学して間もない１年生にとっては、大学という学びの場に触
れることで視野が広がり、自らの探究への意欲を高めるよい機会となって
います。 

令和８年度からは、北海道教育大学函
館校に「探究伴走サークル」が発足し、本
校の探究学習においても、大学生が生徒
一人一人に寄り添いながら個別の助言
や支援を行っています。生徒にとって身近
なロールモデルとの関わりの中で対話を
重ねることは、学びを深める一助になるの
ではないかと期待しています。 

本校は、幼稚園・小学校・中学校・特別支援学校の四校園が同
一敷地内に所在するという環境にあります。この利点を生かし、探
究活動において幼稚園児や小学生にアンケート調査への協力を
依頼したり、生徒が園児・児童を対象に授業や発表を行ったりす
るなど、校種を越えた学びのつながりを創出しています。こうした
交流は、生徒が他者意識をもって表現を行う機会となり、探究の
成果を社会に開いていく姿勢の育成にもつながっていくものと考
えています。 

【探究伴走サークルの学生との対話】 

【令和 8 年度北海道教育大学附属函館中学校「探究」カリキュラム】 

【大学で講義を受ける中学１年生】 

【児童に食育の授業を行う中学 3 年生】 【実践・研究の成果を公表】 

香川大学教育学部附属坂出学園（幼・小・中・特支） 
～附属型コミュニティスクールの取り組み～ 

１．背景と目的：「学区がない」を強みに変える 

 国立大学附属学校は、公立学校と異な

り特定の学区を持ちません。私たちはこ

の特性を「弱み」ではなく、特定の地域

に縛られず幅広い外部リソースを柔軟に

取り込める「強み」と捉え直しました。

この発想を起点に、保護者・卒業生・地

域企業・大学教員・後援会など多様なス

テークホルダーをコーディネーターが組

織化する、広域的な「人のネットワーク」＝附属型コミュニティスクールを構築しています。 

この繋がりを通して①郷土に愛着を持ち、将来の地域社会を支えるリーダーを育成する、②インクルー

シブ教育など現代的教育課題を解決する先導的モデルを全国に発信・還元することを目的としています。 

２．二つの実践例と子どもの姿 

実践① 企業サポーター制度と「斜めの関係」 

 現在 26 社の協力事業所が「企業サポーター」として登

録し、様々な教育活動に協力していただいています。授業

や学校行事、総合的な学習の時間などで、子どもたちの知

りたいことに対して、専門的な立場から助言をいただくな

ど、探究活動や学びを深める貴重な機会となっています。  

また、教師（評価者）・親（期待者）との「縦の関係」、友人同士の「横の関係」とは異なる、第三の

大人との「斜めの関係」は、利害や評価を伴わない安心感と居場所を生み出しています。 

実践② 校種を越えたインクルーシブ教育 

 幼稚園・小学校・中学校・特別支援学校が同一学園内に

揃う「強み」を活かし、校種の垣根を越えた探究と共生文

化の醸成を推進しています。特別支援学校と交流した際、

「支援学校には非常ベルの音が怖くてパニックになる子ど

もがいる」という切実な悩みを聞きました。自分たちに何

かできることはないかと考えた中学校の生徒たちが、特別

支援学校と連携して課題解決に向けた探究活動を行いました。また、毎年行っている学園の合同運動会で

は、幼稚園・小学校・中学校・特別支援学校の児童生徒が一緒に競技やダンスを楽しむなど、日々のつな

がりを大切に交流してきたインクルーシブ教育の成果が可視化される時間となっています。  

中

園

中

園
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幼稚園特別支援特集 全附 P 連幼稚園特別支援委員会

全国の保護者の皆様の活動が、附属学校園と附属の子どもたちを支えています

　令和８年１月14日、全附P連幼稚園特別支援委員会は、筑波大学附属視覚
特別支援学校と桐が丘特別支援学校の視察を行いました。視覚障害や肢体不
自由のある幼児児童生徒に対し、個々の特性に応じた教材・環境整備、自立
活動の指導、社会参加を見据えた教育が実践され、点字・拡大教材、車椅子
に配慮した校舎設計な
ど、安心して学べる環
境づくりが徹底されて
いました。視察を通じ、
附属特別支援学校の先
導的役割と、個別最適
な学びを支える重要性
を再認識いたしました。

幼稚園特別支援委員会視察事業
　あいサポート運動は、障がいのある方が日常生活で直面する困りごとや必
要な配慮を理解し、「ちょっとした手助け」を実践することで、誰もが暮らし
やすい地域共生社会をつくる取り組みです。鳥取県で創設され、全附P連が
任意団体として初めて連携協定を結び、全国の附属学校での開催を推進して
います。研修では、障がい特性の理解、社会的障壁、手話や車椅子体験など
を通じて、心のバリアフリーを育みます。児童生徒・保護者・教職員が地域
の「やさしさの中心」となることを目指します。

あいサポーター研修 開催募集

　全附P連は、特別支援学校・学級の生徒や卒業生が活躍する福祉事業所の
製作品を購入し、全国大会等での贈呈・販売を通じて、附属特別支援学校・
学級の教育活動を社会に向けて周知しています。

特別支援教育周知活動

令和７年度 全附Ｐ連ＰＴＡ活動助成事業報告 令和８年度 全附Ｐ連ＰＴＡ活動助成のご案内はこちら→

　全附Ｐ連ＰＴＡ活動助成は、附属幼稚園・特別支援学校のＰＴＡ活動や、附属学校における障がい理解を促進する取組を支援するために実施された制度です。
助成を通じて、保護者同士の繋がり強化や専門的な学びの機会の提供、子どもたちの多様な体験の充実を図ることを目的としています。

幼稚園特別支援委員会の事業や活動のご案内は、全附P連のホームページをご覧ください。

学校名 活動名 活動概要

福岡教育大学附属幼稚園 ＰＴＡ主催餅つき大会 PTA主催のもちつき大会を実施。園児はもち米から餅になる過程を体験し、つきたての温かさや柔らかさ
を楽しんだ。保護者の協力でスムーズに運営され、伝統文化に触れる貴重な機会となった。

神戸大学附属幼稚園 幼少合同講演会 幼小合同講演会「子育てのノロイをほぐす」を開催。保護者が“ちゃんと”“できる”に縛られる意識に気づき、
気持ちが楽になったとの声が多数よせられた。子育ての視点が広がる機会となった。

静岡大学教育学部附属幼稚園 幼稚園の豊かな環境を守るため、
ＰＴＡ美化部定期清掃活動

美化部による園周辺の定期清掃を実施。ブロワー導入で作業効率が向上し、落ち葉の多い季節も短時間で
清掃可能に。地域への配慮と環境整備に貢献した。

千葉大学教育学部附属幼稚園 ＰＴＡ親子ふれあい遊び 外部講師による親子ふれあい遊びを実施。手遊び・歌・ダンスで親子が一体となって楽しみ、園全体のつ
ながりが強化され、参加者の声をまとめたところ、満足度も非常に高かった。

三重大学附属幼稚園 親子で地域の伝統文化に触れる
交流活動

伊勢木綿ワークショップと高虎太鼓体験を実施。地域文化に触れながら親子で制作・体験し、保護者同士
の交流も促進。子どもたちは伝統文化への関心を深めた。

大阪教育大学附属幼稚園 焼き芋大会 園庭で焼き芋大会を開催。子どもたちが芋洗い・包み・焚火への投入を体験し、自然の恵みへの感謝を学んだ。
助成により十分な量を準備でき、おかわりも可能だった。

福井大学教育学部附属幼稚園 お父さんのボランティア活動
「藤棚剪定ボランティア」

お父さんボランティア6名が藤棚を電動バリカンで剪定。作業効率が上がり短時間で安全な遊び場を整備。
保護者同士の親睦も深まり、園への関心向上にもつながった。

秋田大学教育文化学部附属幼稚園 こどもふれあいデー・お餅つき 学生主体で「こどもふれあいデー」と餅つきを開催。多様な遊びや餅つきを通して交流が広がり、留学生
も参加。子どもたちは多様な味の餅や遊びを楽しんだ。

上越教育大学附属幼稚園 であいの森文庫 保護者向け貸出図書「であいの森文庫」を整備。玄関に新たな本棚を設置し利用が増加。子育てに役立つ
本を毎年追加し、家庭教育の充実に寄与している。

宮城教育大学附属幼稚園 仙台８９ＥＲＳと親子バスケット 仙台89ERSのコーチを招き、親子でバスケット体験。ボール操作やドリブルを楽しみ、運動への興味や地
域とのつながりが深まった。多くの園児が「またやりたい」と前向きな感想を寄せた。

筑波大学附属久里浜特別支援学校 自閉症の子どもたちと
筑波大学学生とのサマーキャンプ

自閉症児と大学生のサマーキャンプを実施。レクチャー、磯遊び、ヤギとのふれあい等を通じ、大学生は
理解を深め、子どもたちは安心して交流を楽しんだ。

愛媛大学教育学部附属特別支援学校 美味しく備える
ＰＴＡ防災食試食会

災害時に備え、防災食を実際に調理・試食し、味・食感・調理のしやすさを確認。評価結果を共有し、家
庭の備蓄選びに役立てた。保護者間の交流も深まり、防災意識が向上した。

北海道教育大学附属札幌小・中学校
　ふじのめ学級 「チョコレートな人々」上映会 映画「チョコレートな人々」上映会を開催。特別支援・通常学級の保護者が参加し、就労や多様性への理

解を深めた。後日、実店舗見学も行い学びを深めた。

岡山大学附属特別支援学校 ＰＴＡで取り組む防災活動 非常食給食と保護者向け試食会、非常用トイレ体験を実施。児童生徒・保護者・教職員が同じ非常食を食べ、
防災への理解を深めた。長期保存食への不安も実食で解消された。

金沢大学附属特別支援学校
自分だけのキャンドルづくり
～ワークショップを通して余暇の広
がりを～

講師を招いたキャンドルづくりワークショップを実施。生徒は色選びや制作を楽しみ、達成感を得た。保
護者も集中して制作を楽しみ、交流の機会にもなった。

福井大学教育学部附属特別支援学校 親子お楽しみ会
「福井ブローウィンズ試合観戦」

地元プロチーム「福井ブローウィンズ」の試合を親子で観戦。迫力ある試合や応援を楽しみ、学年を超え
た交流も生まれた。地域スポーツへの関心が高まり、親子で特別な時間を共有できた。
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〒108-8638 東京港区白金台3－2－10　■発行：毎週月曜日（月４回、年45回、合併月有）■ご購読料：月額3,000円（税込3,300円）、年額36,000円（税込39,600円）

お申し込み
【必要事項】学校名（ご担当者）、ご連絡先（郵便番号、住所、電話番号、FAX）、支払書類（見積書、納品書、請求書）、日本教育新聞の開始月、ご購読期間をお知らせください。
  0120-43-3746／受付後、折り返しご連絡をさせていただきます。弊社ホームページの「お問い合わせ」→「お問い合わせ内容」からもお申し込みができます（要必要事項）。
※新規でご購読の国立大学附属学校が対象になります。個人のお客様は 24時間ホームページからお申し込みができます（国立大学附属学校のキャンペーンとは別になります）。

○全国国立大学附属学校PTA連合会の連載を毎月１回掲載 ○国立大学附属学校応援キャンペーン
『日本教育新聞』の購読（新規１年以上）で令和６年『日本教育新聞縮刷版』をプレゼント！

日本最大の
　教育専門全国紙

◆教育現場の必須アイテム！国立大学附属学校園で求める教育情報が毎週届きます。是非ともこの機会にご購読ください。

（2026年４月 20日付）

「子どもたちとこの国の未来のために」　一般社団法人 全国国立大学附属学校PTA連合会会長　羌　叡應
　学校は、子どもだけでなく、教職員や保護者がともに学び育ち合う、地域社会
の核となる場所です。少子化や共働き世帯の増加など、社会構造が大きく変化し
複雑化する現代において、学校に期待される役割はますます重要になっています。
とりわけ近年、国立大学附属学校は、大学改革に伴う機能強化や組織再編の議論
の中で、統廃合や規模の見直しなどに直面する大きな転換期を迎えています。
　今、私たち一人ひとりに求められているのは、この国の教育の未来をどのよう
に支え、次世代へとつないでいくのかを主体的に考え、行動することです。
　子どもたちとこの国の未来のために、学校現場、PTA 活動、教育行政など、教
育全般に関する最新かつ幅広い情報を得ることができる日本教育新聞の購読をお
勧めします。教育課題への理解をいっそう深め、教育活動や PTA 活動のさらなる
充実を図る実践と研鑽への一助として、ぜひ日本教育新聞をご活用ください。

本教育新聞縮刷版』を

全附Ｐ連 連載記念！

プレゼント！

国立大附属学校振興議連　新体制でスタート
―保護者・地域との連携強化を訴え―
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学
校
の
現
状

に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

少
子
化
の
進
行
と
国
立
大
学

改
革
の
流
れ
の
中
で
、
附
属

学
校
の
規
模
見
直
し
や
統
廃

合
の
議
論
が
続
く
一
方
、
先

導
的
な
教
育
研
究
機
関
と
し

て
の
役
割
へ
の
期
待
も
改
め

て
示
さ
れ
た
。

　

全
附
P
連
か
ら
は
、
少
子

社
会
・
国
立
大
学
改
革
・
保

護
者
の
関
わ
り
と
い
う
三
つ

の
視
点
か
ら
、
地
域
と
保
護

者
が
附
属
学
校
の
公
益
性
・

公
共
性
を
支
え
る
重
要
性
を

訴
え
た
。
附
属
学
校
は
単
な

る
教
育
機
関
に
と
ど
ま
ら

ず
、
地
域
づ
く
り
を
推
進
す

る
キ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し

て
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

学
校
・
家
庭
・
地
域
・
行
政

が
一
体
と
な
っ
て
子
ど
も
た

ち
の
学
び
を
支
え
る
環
境
を

築
く
こ
と
こ
そ
が
、
今
後
の

附
属
学
校
の
存
在
意
義
を
よ

り
広
く
社
会
へ
示
す
こ
と
に

つ
な
が
る
。

　
新
体
制
の
議
連
と
現
場
と

の
連
携
が
さ
ら
に
深
ま
る
こ

と
を
期
待
し
つ
つ
、
全
附
P

連
と
し
て
も
引
き
続
き
附
属

学
校
の
振
興
と
、
子
ど
も
た

ち
の
豊
か
な
学
び
の
環
境
づ

く
り
に
向
け
て
積
極
的
に
関

わ
っ
て
ま
い
り
た
い
。

　
令
和
８
年
度
も
引
き
続
き
、
全
附
後
連
の
理
事
長
を

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
、
全
国
の
教
育
後
援
会
の
皆
様
と
と
も

に
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
整
備
と
公
共
性
の
向
上
に

向
け
た
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
改
め
て
、
関

係
者
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　
お
陰
様
で
、
学
長
・
学
部
長
協
議
会
や
各
地
区
総
会

な
ど
で
説
明
の
機
会
を
い
た
だ
き
、
多
く
の
先
生
方
に

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
整
備
の
必
要
性
を
ご
理
解
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
取
組
は
ま

だ
十
分
と
は
言
え
ず
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
整
備
の

た
め
に
設
立
さ
れ
た
は
ず
の
全
附
後
連
へ
の
加
盟
校

も
全
校
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
私
た
ち
が
向
き
合
う
べ
き
課
題
は
、
教
育
後
援
会
だ

け
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
資
金
の
集
め
方
や
使
い

方
に
よ
っ
て
は
、
大
学
や
附
属
学
校
の
運
営
そ
の
も
の

が
重
大
な
法
令
違
反
に
問
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
す
で
に
一
部
で
は
看
過
で
き
な
い
課
題
も
明
ら
か

に
な
っ
て
お
り
、
教
育
後
援
会
、
附
属
学
校
、
大
学
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
と
役
割
を
理
解
し
な
が
ら
、
三
位
一

体
と
な
っ
て
改
善
と
改
革
に
取
り
組
む
こ
と
が
不
可

欠
で
す
。

　
ま
た
、『
教
育
後
援
会
運
営
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』
は
改

革
の
方
向
性
を
示
し
て
い
ま
す
が
、
実
際
に
は
各
後
援

会
が
抱
え
る
課
題
を
一
つ
一
つ
解
決
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
単
位
後
援
会
だ
け
で

悩
む
の
で
は
な
く
、
文
部
科
学
省
や
日
本
教
育
大
学
協

会
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
と
も
連
携
し
、
調
査
・

研
究
・
開
発
を
進
め
る
全
附
後
連
に
加
盟
し
、
共
に
学

び
、共
に
歩
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
全
附
後
連
は
本
年
度
も
『
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
整

備
の
た
め
のStep3.0

』
を
推
進
し
、
子
ど
も
た
ち
と

こ
の
国
の
未
来
の
た
め
に
、
公
教
育
を
支
え
る
縁
の
下

の
力
持
ち
と
し
て
の
使
命
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

引
き
続
き
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

全附後連は、教育後援会・附属学校・大学が三位一体となった改革を推進します

全
国
国
立
大
学
附
属
学
校

教
育
後
援
会
連
絡
協
議
会

理
事
長　

竹
川 

裕
之 

氏

塩谷立 氏 石橋林太郎 新事務局長

新
会
長
に
齋
藤
健 

氏
決
定

森英介 前会長 齋藤健　新会長
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今
回
の
『
附
属
だ
よ
り
』
も
、
皆

様
の
お
手
元
に
お
届
け
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
号
は
、
文
部
科
学

省
か
ら
の
ご
寄
稿
に
始
ま
り
、
各
附

属
学
校
が
誇
る
「
自
慢
の
給
食
」
特

集
、第
8
回
作
文・絵
作
文
コ
ン
ク
ー

ル
の
入
賞
作
品
、
そ
し
て
片
山
さ
つ

き
財
務
大
臣
へ
の
附
属
O
B
訪
問
な

ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
と
な
り

ま
し
た
。
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
運

動
の
20
周
年
の
歩
み
や
、
令
和
7
年

度
団
体
表
彰
、
各
地
の
P
T
A
活
動

報
告
も
併
せ
て
ご
紹
介
し
て
お
り
ま

す
。
全
国
の
附
属
学
校
で
日
々
重
ね

ら
れ
る
教
育
と
、
そ
れ
を
支
え
る

P
T
A
活
動
の
息
づ
か
い
を
、
紙
面

の
隅
々
か
ら
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。
ご
寄
稿
・
ご
協
力
を
賜

り
ま
し
た
皆
様
に
、
心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
本
紙
が
学
校
・
家
庭
・

地
域
を
つ
な
ぐ
一
助
と
な
り
ま
す
よ

う
、
今
後
も
委
員
一
同
力
を
尽
く
し

て
ま
い
り
ま
す
。
次
号
も
ど
う
ぞ
ご

期
待
く
だ
さ
い
。�

（
村
上 

哲
平
）

編
集
後
記

令
和
8
年
度
広
報
委
員
会

副
会
長

　

村
上 

哲
平
（
静
岡
浜
松
中
）

副
会
長
兼
専
務
理
事

　

間
宮 

達
紀
（
千
葉
小
）

委
員
長

　

勝
村 

善
一
郎
（
広
島
三
原
学
校
園
）

副
委
員
長

　

内
田 

麗
奈
（
京
都
教
育
桃
山
小
）

　

桃
原 

勇
人
（
琉
球
中
）　

全
附
Ｐ
連

令
和
8
年
度
情
報
広
報
委
員
会
委
員
長

　

下
永
田 

修
二
（
千
葉
大
学
附
属
小
学
校
）

全
附
連
盟

編
集
委
員

全附連｜全国国立大学附属学校連盟
（一社）全国国立大学附属ＰＴＡ連合会
〒113-0033
東京都文京区本郷4-16-6
文京区本郷四丁目ビル
天翔オフィス後楽園9階905号室
TEL 03-5990-9444｜FAX 03-5990-9445
E-mail jimukyoku@zenfuren.org
印刷　 株式会社インテックス

　全附P連の公式LINEアカウントを開設
しました。全国の附属学校園に関する情
報やPTA活動のご案内などを随時配信い
たします。
　ぜひこの機会にご登録ください。LINE
の「友だち追加」からID（@545axydl）
を検索するか、下記のQRコードを読み
取ってご登録いただけます。
　皆さまのご登録をお待ちしております。

公式LINEで情報を
お届けします！

　

こ
の
た
び
全
附
P
連
で
は
、「
全
附
P
連

P
T
A
研
修
会 

第
17
回
全
国
大
会
」
を
、

令
和
8
年
9
月
25
日
（
金
）・
26
日
（
土
）

の
二
日
間
、
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜 

会
議
セ
ン

タ
ー
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
に
て
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

今
大
会
は
、
開
催
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
「
子
ど

も
た
ち
と
こ
の
国
の
未
来
の
た
め
に 

〜
つ

な
が
る
保
護
者 

× 

ひ
ろ
が
る
学
校 

＝ 

未

来
を
動
か
す
子
ど
も
た
ち
〜
」
を
掲
げ
、
こ

れ
か
ら
の
保
護
者
と
学
校
の
あ
り
方
を
と
も

に
学
び
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
支
え
る
学

び
の
場
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

地
域
や
大
学
、
校
種
を
越
え
た
学
校
と
の
連

携
、
公
教
育
の
根
幹
や
公
益
性
・
公
共
性
の

向
上
、
単
位
P
T
A
の
活
動
支
援
や
家
庭
教

育
の
充
実
な
ど
、
附
属
学
校
P
T
A
を
取
り

巻
く
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
、
我

が
国
の
教
育
の
発
展
に
寄
与
す
る
大
会
と
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

初
日
は
、
開
会
行
事
に
続
い
て
省
庁
に
よ

る
行
政
説
明
、
基
調
講
演
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
実
施
し
、
そ
の
後
、
4
つ
の
テ
ー
マ
別
分

科
会
に
分
か
れ
て
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
や
研

究
者
、
ア
ス
リ
ー
ト
な
ど
多
彩
な
登
壇
者
と

と
も
に
学
び
を
深
め
ま
す
。
夕
刻
に
は
、
全

国
の
仲
間
と
の
交
流
を
深
め
る
情
報
交
換
会

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
二
日
目
は
、

P
T
A
・
学
校
の
活
動
事
例
発
表
や
全
附
P

連
の
活
動
紹
介
を
行
う
附
属
セ
ミ
ナ
ー
に
続

い
て
基
調
講
演
を
実
施
し
、
大
会
宣
言
を

も
っ
て
締
め
く
く
り
ま
す
。

　

本
大
会
は
、
全
国
の
国
立
大
学
附
属
学
校

P
T
A
会
員
（
保
護
者
・
教
職
員
）
の
ほ
か
、

国
立
大
学
附
属
学
校
に
関
心
の
あ
る
方
は
ど

な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。
お
申
し

込
み
方
法
は
、
6
月
中
旬
頃
に
お
届
け
予
定

の
2
次
案
内
に
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。
全

国
の
附
属
学
校
関
係
者
が
一
堂
に
会
す
る
貴

重
な
機
会
で
す
。
皆
様
の
ご
来
場
を
、
心
よ

り
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

「全附P連PTA研修会 第17回全国大会」をパシフィコ横浜で開催します

全

Ｐ
附

連

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

「わたしの好きな場所」
　広島県にある三原市は、海・山・空がそろう夢ひ
らく街です。空港、新幹線の駅や港から出発して、
瀬戸内海の穏やかな多島美の景色を楽しんだり、里
山暮らしに出かけたりと、私たちにとって三原は、
ホッとできる居心地のいい「好きな場所」です。
全国の園児・児童・生徒の心の中にある、幸せな時間、
ひみつの場所、居心地の良い環境、行きたい場所、ずっ
といたい場所。 あなたの心を揺さぶる場所を、ぜひ
教えてください。
応募期間は
2026年8月24日㈪～ 9月4日㈮ 17時まで！
附属に通う子どもたちから多くのご応募をお待ちして
います！

主管校：広島大学附属三原学校園

詳細は
こちら⇒

◆開催概要◆
日　　程　�令和8年9月25日㈮ 13:00〜19:30／9月26日㈯ 9:00〜12:00
会　　場　�パシフィコ横浜 会議センターメインホール
　　　　　（横浜市西区みなとみらい1-1-1）
対　　象　全国国立大学附属学校PTA会員（保護者・教職員）ほか
申込期間　令和8年7月6日㈪〜 8月31日㈪
　　　　　※詳細は2次案内にて
主　　催　一般社団法人全国国立大学附属学校PTA連合会
後　　援　文部科学省（予定）／日本教育大学協会（予定）
協　　力　�全国国立大学附属学校連盟／全国国立大学附属学校教

育後援会連絡協議会

【全国大会案内】

カンガルー保険のご案内中途加入受付中

団体総合生活保険
任意加入制度
24時間補償

保険期間

加入対象者

申込手続き

全員加入制度

全国国立大学附属学校園の幼児・児童・生徒の保護者の皆様へ 全国国立大学附属学校PTA連合会がおすすめする保険です！

詳細につきましては、パンフレットをご覧ください。

東京海上日動火災保険株式会社【引受保険会社】
（担当)公務第二部文教公務室  〒102-8014 東京都千代田区三番町6－4　TEL:03－3515－4133

損害保険ジャパン株式会社【引受保険会社】
公務文教営業部文教室　〒160-8338 東京都新宿区西新宿1－26－1　TEL：050－3808－5536

※2　ご加入ご希望の方は取扱代理店までお問い合わせください。

※パンフレットのご請求・ご加入のご相談につきましては、取扱代理店までお問い合わせください。

①全国国立大学附属学校園に在籍の幼児・児童・生徒　
②本制度にご加入いただいた上記①の兄弟で、公・私立の幼稚園・小学校・中学校・義務
教育学校・高等学校・中等教育学校・特別支援学校に通われている幼児・児童・生徒 
（ご加入時に満3歳以上から満18歳以下の方に限ります。）

パンフレット差込の「カンガルー保険　お申込み方法」チラシ記載のQRコードもしくはURLより
インターネットでお申し込みください。

保険期間
※「カンガルー保険（全員加入制度）」は全国国立大学附属学校PTA連合会を保険契約者、損害保険ジャパン
株式会社を引受保険会社とし、学校契約団体傷害保険、傷害総合保険、PTA団体傷害保険、賠償責任保険
（PTA特約、PTA管理者特約、生産物特約）を組み合わせた補償制度のペットネームです。

※この広告は概要を説明したものとなります。詳細はパンフレットをご覧くださるか、取扱代理店までお問い
合わせください。

約40％割引
全国国立大学附属学校PTA連合会
が窓口の団体契約であり、
保険料が割安です。

団体割引：30％　・損害率による割引：5％
・大口団体契約割引：10％　適用

２４時間補償
お子様を取り巻く様々なリスクに
対応した安心のための
24時間補償です。

園児・児童・生徒、教職員の
皆さまのケガなどを補償する

園児・児童・生徒・教職員
総合補償制度

PTA活動に参加中の
ご両親・教職員の皆さまのケガや

賠償事故を補償する
PTA活動総合補償制度

保険料のお支払は
　「口座振替方式」
更新のお手続き不要の
　「自動更新」です。

1 2 3園児・児童・生徒、教職員の
皆さまを犯罪事故からお守りする

犯罪被害事故
見舞補償制度

ただ今
募集中！

カンガルー保険・取扱代理店の
お問合せ先

《北海道・東北・関東・北信越・四国地区》

株式会社 第一成和事務所
東京都中央区日本橋馬喰町1-12-3
Daiwa日本橋馬喰町ビル3階

《東海・近畿・中国・九州地区》

海上商事 株式会社
東京都渋谷区代々木２-１１-１５
新宿東京海上日動ビルディング０１２０-１００-４９２ ０１２０-７４５-７４８

※個人での加入はできません。

（学校契約団体傷害保険、賠償責任保険PTA特約）
（普通傷害保険PTA団体傷害特約、
　賠償責任保険PTA管理者特約、生産物特約）（傷害総合保険）

簡単・便利

※このチラシは、団体総合生活保険の概要についてご紹介したものです。ご加入（同じ内容で更新する場合
を含みます。）にあたっては、必ず「重要事項説明書」をよくお読みください。 「重要事項説明書」には、ご加入
または更新される保険の商品内容をご理解いただくために特に重要な情報、および、お客様にとって不利益
となる事項等、特にご注意いただきたい情報を記載しております。ご不明な点等がある場合には、代理店まで
お問い合わせください。団体総合生活保険の内容等については、お手続きサイト内にてご参照できます。

SJ26-02810　2026年6月9日

2026年度

2026年４月１日午後４時から2027年４月１日午後４時まで１年間

2026年3月作成25TX-006438

※1　随時ご加入いただけます。（お申込日にかかわらず、補償は2025年4月1日午後4時に終了します。）

2026年6月1日午後4時から2027年6月1日午後4時まで

日
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宮
本
　
本
日
は
ご
多
忙
の
中
、貴
重
な
お
時
間
を
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
全
国
国
立
大
学
附
属

学
校
P
T
A
連
合
会
を
代
表
し
て
、
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
ず
は
、
財
務
大
臣
兼
金
融
担
当
大
臣
と

し
て
の
現
在
の
ご
活
動
に
つ
い
て
、
お
聞
か
せ
い
た
だ

け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

片
山
　
こ
ち
ら
こ
そ
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
が
拝
命
し
た
財
務
大
臣
兼
金

融
担
当
大
臣
は
、
国
の
財
政
政
策
の
司
令
塔
で
、
税
制

や
予
算
編
成
、
国
際
的
な
経
済
協
力
や
為
替
の
安
定
化

な
ど
を
担
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
10
月
の
高
市
早
苗
内
閣

発
足
後
も
、
物
価
高
対
策
と
し
て
、
ガ
ソ
リ
ン
の
暫
定

税
率
の
廃
止
、
電
気
・
ガ
ス
代
の
補
助
、
児
童
手
当
の

上
乗
せ
給
付
な
ど
を
迅
速
に
実
現
し
て
参
り
ま
し
た
。

宮
本
　
子
育
て
世
代
に
と
っ
て
も
、
物
価
高
は
切
実
な
問
題

で
す
。
今
後
の
経
済
運
営
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
方

針
を
お
持
ち
で
し
ょ
う
か
。

片
山
　
高
市
内
閣
で
は
、
財
政
の
持
続
可
能
性
を
確
保
し
な

が
ら
、
大
胆
な
投
資
に
よ
っ
て
力
強
い
経
済
成
長
を
実

現
す
る
「
責
任
あ
る
積
極
財
政
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

戦
略
的
な
財
政
出
動
で
、
経
済
成
長
率
を
高
め
る
こ
と

を
通
じ
て
、
所
得
が
増
え
る
、
消
費
マ
イ
ン
ド
が
上
が

る
、
事
業
収
益
が
増
え
る
。
そ
う
し
た
好
循
環
を
目
指

し
て
お
り
、
私
は
そ
の
舵
取
り
を
担
っ
て
い
ま
す
。

宮
本
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
ど
も
全
附
P
連
も
、

長
年
に
わ
た
り
子
ど
も
た
ち
へ
の
財
政
教
育
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
活
動
に
つ
い
て
、
大

臣
は
ど
の
よ
う
に
お
感
じ
で
し
ょ
う
か
。

片
山
　
全
附
P
連
の
皆
さ
ま
が
長
年
取
り
組
ま
れ
て
き
た
財

政
教
育
は
、「
自
ら
考
え
る
力
」
を
育
て
る
大
変
意
義

深
い
活
動
で
、
変
化
の
早
い
現
代
社
会
に
お
い
て
、
欠

か
せ
な
い
資
質
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
を
経

て
再
開
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
よ
り
多
く
の
方
に
参
加
い

た
だ
け
る
よ
う
、
引
き
続
き
連
携
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

宮
本
　
心
強
い
お
言
葉
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
と
こ

ろ
で
、
大
臣
ご
自
身
も
附
属
学
校
の
ご
出
身
で
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
ね
。
子
ど
も
時
代
や
ご
家
庭
の
環
境
は
、

ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

片
山
　
父
が
大
学
教
授
と
い
う
家
庭
で
育
ち
、
幼
い
頃
か
ら

「
学
ぶ
こ
と
は
特
別
な
こ
と
で
は
な
く
、日
常
の
一
部
」

と
い
う
環
境
に
あ
り
ま
し
た
。
と
は
い
え
、
決
し
て
机

に
向
か
っ
て
勉
強
ば
か
り
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、

自
然
の
中
で
遊
び
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
関
わ
る
中
で
、

好
奇
心
や
探
究
心
を
育
て
て
も
ら
っ
た
と
思
い
ま
す
。

家
族
は
、
私
に
「
自
分
の
頭
で
考
え
、
自
分
の
言
葉
で

語
る
こ
と
」
を
大
切
に
す
る
姿
勢
を
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
今
の
政
治
の
仕
事
に
も
通
じ
る
原
点
で

す
。

宮
本
　「
自
分
の
頭
で
考
え
、
自
分
の
言
葉
で
語
る
」
︱
︱

本
日
の
対
談
の
テ
ー
マ
そ
の
も
の
で
す
ね
。
で
は
、
附

属
学
校
で
の
学
び
や
思
い
出
に
つ
い
て
、
特
に
印
象
に

残
っ
て
い
る
こ
と
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

片
山
　
中
学
校
か
ら
高
校
ま
で
、
東
京
教
育
大
学
附
属
学
校

（
現・筑
波
大
学
附
属
）に
通
い
ま
し
た
。
附
属
学
校
は
、

自
由
闊
達
な
校
風
の
中
で
、
多
様
な
価
値
観
に
触
れ
な

が
ら
学
べ
る
場
で
し
た
。
画
一
的
で
は
な
く
、
一
人
ひ

と
り
の
個
性
を
尊
重
す
る
教
育
は
、
今
振
り
返
っ
て
も

非
常
に
先
進
的
だ
っ
た
と
感
じ
ま
す
。
公
立
小
学
校
か

ら
進
学
し
た
際
に
は
、
学
び
に
対
す
る
姿
勢
や
議
論
の

深
さ
の
違
い
に
驚
い
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
先
生
方
や

同
級
生
、
先
輩
・
後
輩
と
の
出
会
い
は
、
私
の
視
野
を

大
き
く
広
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

宮
本
　
個
性
を
尊
重
す
る
教
育
と
い
う
点
は
、
現
在
も
附
属

学
校
が
大
切
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
れ
で
は
、

こ
れ
か
ら
の
附
属
学
校
教
育
に
期
待
さ
れ
る
こ
と
、
そ

し
て
そ
の
魅
力
に
つ
い
て
、
大
臣
の
お
考
え
を
お
聞
か

せ
い
た
だ
け
ま
す
か
。

片
山
　
近
年
、
国
際
化
や
情
報
化
社
会
の
進
展
に
よ
り
、
多

様
性
や
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
と
い
っ
た
価
値
観
が
、
社
会
全

体
の
み
な
ら
ず
教
育
現
場
に
お
い
て
も
一
層
、
重
要
性

を
増
し
て
い
ま
す
。
附
属
学
校
は
、
実
験
的
・
先
導
的

な
教
育
を
通
じ
て
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
生
き
抜
く
力

を
育
む
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
知
識

の
習
得
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
な
ぜ
そ
う
な
る
の
か
」「
自

分
は
ど
う
考
え
る
の
か
」
を
深
く
問
い
続
け
る
姿
勢
こ

そ
が
、
附
属
学
校
の
最
大
の
魅
力
で
す
。
今
後
も
、
社

会
と
積
極
的
に
つ
な
が
り
な
が
ら
、
新
し
い
時
代
の
教

育
モ
デ
ル
を
示
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

宮
本
　
温
か
い
お
言
葉
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
先
導

的
な
役
割
と
い
う
期
待
に
、
私
た
ち
も
し
っ
か
り
応
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
後
に
、
全
国
の
附
属
学

校
に
通
う
子
ど
も
た
ち
、
そ
し
て
支
え
る
保
護
者
や
先

生
方
へ
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

片
山
　
附
属
学
校
で
の
学
び
は
、
決
し
て
「
正
解
を
覚
え
る

こ
と
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
失
敗
を
恐
れ
ず
挑
戦
し
、

仲
間
と
議
論
し
、
自
分
な
り
の
答
え
を
見
つ
け
て
い
く

過
程
こ
そ
が
、
将
来
の
大
き
な
財
産
に
な
り
ま
す
。
保

護
者
の
皆
さ
ま
、
そ
し
て
日
々
子
ど
も
た
ち
に
向
き

合
っ
て
お
ら
れ
る
先
生
方
の
ご
尽
力
に
、
心
か
ら
敬
意

を
表
し
ま
す
。子
ど
も
た
ち
が
自
分
の
可
能
性
を
信
じ
、

社
会
に
羽
ば
た
い
て
い
け
る
よ
う
、
私
自
身
も
一
人
の

附
属
学
校
の
先
輩
と
し
て
、そ
し
て
政
治
の
立
場
か
ら
、

応
援
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

宮
本
　
本
日
は
、ご
自
身
の
歩
み
か
ら
未
来
へ
の
期
待
ま
で
、

大
変
示
唆
に
富
ん
だ
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
、
そ
し
て
私
た
ち
保
護
者
に
と
っ
て
も
、
大
き

な
励
み
と
な
る
お
言
葉
で
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

社会と積極的につながりながら、
新しい教育モデルを示していくことを期待しています。

自
分
で
考
え
、
自
分
の
言
葉
で
語
る
こ
と
を
大
切
に

第17回

OBOG訪問
プロフィール

片山さつき ／ KATAYAMA Satsuki
　1959年、埼玉県浦和市（現さいたま市）生まれ。東
京教育大学附属中学校・附属高等学校（現・筑波大学附
属中学校・高等学校）を卒業後、東京大学法学部に進学。
1982年に大蔵省（現・財務省）に入省し、女性初の主
計局主計官を務めた。2005年の衆議院議員総選挙で初
当選し政界へ。現在は自由民主党所属の参議院議員（3期）
として活躍。2025年10月、第一次高市内閣において
史上初の女性財務大臣に就任。 宮本昌尚片山さつき財務大臣


